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平
成
27
年
第
１
回
由
布
市
議
会
定
例
会
の
開
会

に
当
た
り
、
平
成
27
年
度
当
初
予
算
案
な
ら
び
に

諸
議
案
の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
に
際
し
ま
し
て
、

私
の
市
政
運
営
の
所
信
と
施
策
の
概
要
の
一
端
を

申
し
述
べ
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
市
制
施
行
10
周
年
と
い
う
大
き
な
節

目
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
第
１
次
総
合
計
画
の
最

終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
総
合
計
画
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
融
和
・
協
働
・
発
展
」
の
「
発
展
」

に
視
点
を
置
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
「
地
域
自
治
を
大
切
に
し
た
住
み

よ
さ
日
本
一
の
ま
ち
」
由
布
市
を
目
指
し
て
、
さ

ら
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
概
要
に
入
る
前
に
、
特
徴
的
な

事
項
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
合
併
し
て
10
年
を
迎
え
る
本
年
、
こ
れ
ま

で
、
挾
間
・
庄
内
・
湯
布
院
の
特
色
を
生
か
し
な

が
ら
融
和
と
協
働
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
、
由
布
市
と
し
て
発
展
す
る
契
機
と

な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
10
周
年
記
念
事
業
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
10
月
に
は
市
民
あ
げ
て
の
記

念
式
典
を
盛
大
に
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会

を
実
現
す
る
た
め
政
府
が
示
し
た
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
踏
ま
え
、
地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
を
積
極

的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
と
、
今
後
５
年
間
の
目
標
や
具
体
的
な
施
策
を

取
り
ま
と
め
る
た
め
、
総
合
戦
略
対
策
本
部
を
設

置
し
、「
由
布
市
版
総
合
戦
略
」
を
作
成
い
た
し

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
久
大
本
線
の
前
身
で
あ
る
大だ

い
と
う湯

鉄
道
が
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
市
制

４
、
観
光
振
興
施
策
の
推
進

 

「
観
光
振
興
施
策
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
由
布
市
内
に
は
、
毎
年
多
く
の
交
流
者
に
訪

れ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
々

に
、
安
ら
ぎ
や
癒
し
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
由
布

市
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
、
お
も
て
な
し
の
心
を
さ
ら
に
広
げ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
観
光

新
組
織
準
備
室
を
推
進
室
に
格
上
げ
し
、
平
成
28

年
度
新
組
織
設
立
に
向
け
、
滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
な
ど
、
滞
在
型
・
循
環
型
観
光
の
確
立
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
積
極
的
に
活
用
し
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
を
含
め
て
、
観
光
資
源
の
磨
き
あ
げ

と
情
報
発
信
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
市
内
消
費
向
上
の
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
充
実
を
図
り
、
消
費
者
の
利
便
性
向
上

お
よ
び
市
内
で
の
購
買
力
の
活
性
化
を
引
き
続
き

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

10
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
昨
年
に
引
き
続
き

「
豊
後
大
正
ロ
マ
ン
街
道
・
大
湯
鉄
道
物
語
」
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
大
分
市
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
支
援
を
行
い
、
広
く
Ｐ
Ｒ
を
行
う

と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
27
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み
概

要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
に
引
き
続
き

「
行
財
政
基
盤
の
確
立
」「
教
育
環
境
整
備
施
策

の
推
進
」「
農
業
振
興
施
策
の
推
進
」「
観
光
振
興

施
策
の
推
進
」「
健
康
立
市
施
策
の
推
進
」「
地
域

の
安
全
・
活
性
化
施
策
の
推
進
」「
環
境
・
景
観

施
策
の
推
進
」
を
重
点
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、

予
算
編
成
を
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

１
、
行
財
政
基
盤
の
確
立

　
ま
ず
、
１
点
目
の
「
行
財
政
基
盤
の
確
立
」
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
市
政
運
営
を
進
め
る
基
礎
と
な
る
、
第

２
次
由
布
市
総
合
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

合
併
特
例
債
の
適
用
期
間
の
５
年
間
延
長
を
目
指

し
、
諸
手
続
き
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、

本
庁
舎
の
増
築
改
修
工
事
に
本
格
的
に
着
手
し
、

効
率
の
よ
い
行
政
組
織
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
消
防
本
部
庁
舎
、
湯
布
院
出
張
所

の
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
庄
内
出
張
所
の
庁

舎
建
設
に
着
手
し
、
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
を

図
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制

を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

２
、
教
育
環
境
整
備
施
策
の
推
進

　

次
に
、「
教
育
環
境
整
備
施
策
の
推
進
」
に
つ

い
て
は
、
由
布
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

守
り
育
て
る
の
は
、
私
た
ち
の
責
任
で
あ
り
、
重

５
、
健
康
立
市
施
策
の
推
進

 

「
健
康
立
市
施
策
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き

と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
「
健
康
長
寿
」
と
「
生

活
の
質
の
向
上
」
を
目
指
し
、
健
康
志
向
を
高
め
、

心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
が
で
き
る
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
少

子
高
齢
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、

引
き
続
き
医
療
費
の
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
10

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
子
育
て
給
付
金
に
加
え

て
市
独
自
の
「
子
育
て
応
援
券
」（
商
品
券
）
を

交
付
い
た
し
ま
す
。
健
康
立
市
推
進
事
業
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
を
引
き
続

き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
対
策
と

し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
充
実
し
た

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
認
知
症
の
人
へ
の
効
率
的

な
支
援
を
推
進
し
、
地
域
に
お
け
る
支
援
体
制
の

構
築
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
総
合
相
談
窓
口
に
正

規
職
員
と
し
て
臨
床
心
理
士
を
配
置
し
、
さ
ら
な

る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

６
、
地
域
の
安
全
・
活
性
化
施
策
の

　
　
推
進

 

「
地
域
の
安
全
・
活
性
化
施
策
の
推
進
」
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
す
べ
て

の
市
民
の
皆
さ
ま
が
い
つ
で
も
安
心
安
全
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。
高
齢
化
が
進
ん
だ
自
治
区
に
移
住
し
、
生
活

支
援
や
草
刈
り
、
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
田
舎
で
く
ら
し
隊
事
業
を
見
直
し
、
新

た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
と
し
て
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
市
内
で
の
空
き
家
対
策
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
空
き
家
の
有
効
活
用
と
し
て
、

要
な
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
市
単
独

で
の
教
員
の
加
配
を
行
い
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
が
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
き
め
細
か
な
指
導
を
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
小
学
生
を
対
象
と
し
て
、
平
日
の
放
課
後
や

土
曜
日
な
ど
、
学
校
の
な
い
時
間
帯
を
利
用
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
学
習
の
機
会
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
中
高
一
貫
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
由
布
高
校
へ
の
通
学
支
援
と
し
て
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
、
通
学
費
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、

乗
り
入
れ
授
業
の
実
施
の
た
め
の
教
員
加
配
を
継

続
い
た
し
ま
す
。
い
じ
め
や
不
登
校
に
親
身
に
対

応
す
る
た
め
、
教
育
相
談
員
を
増
員
し
、
子
ど
も

や
保
護
者
に
寄
り
添
う
支
援
を
行
い
、
就
学
指
導

や
相
談
の
充
実
を
図
り
、
円
滑
な
就
学
を
支
援
し

ま
す
。

　
５
歳
児
健
診
の
実
施
に
伴
い
、
障
が
い
を
持
つ

子
ど
も
に
対
す
る
的
確
な
就
園
・
就
学
指
導
を
行

い
ま
す
。

３
、
農
業
振
興
施
策
の
推
進

 

「
農
業
振
興
施
策
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
由
布
市
地
産
地
消
・
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

協
議
会
」
と
連
携
し
て
農
産
物
等
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
取
り
組
み
、
６
次
産
業
化
の
普
及
を
促
進
し
ま

す
。
農
業
の
活
性
化
、
農
地
、
農
村
の
維
持
発
展

の
た
め
に
、
就
農
志
望
者
へ
の
支
援
を
目
的
に
技

術
や
経
営
方
法
を
学
ぶ
た
め
の
研
修
や
、
農
業
を

始
め
る
た
め
の
準
備
な
ど
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
鳥
獣
害
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
は

拡
大
し
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
電

気
柵
や
鉄
線
柵
の
設
置
や
集
落
全
体
の
被
害
防
止

活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

移
住
者
に
対
し
て
一
定
の
基
準
に
よ
り
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
助
成
を
引
き
続
き
行
い
、
由

布
市
へ
の
移
住
促
進
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
度
に
引
き
続
き
、
挾
間
地
域
に

お
け
る
水
資
源
調
査
や
未
整
備
の
地
域
に
対
し
て

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
人
口
減
少
の
著
し
い
庄
内
地
域
に
お
い

て
、
そ
の
対
応
策
を
具
体
的
に
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

７
、
環
境
・
景
観
施
策
の
推
進

 

「
環
境
・
景
観
施
策
の
推
進
」
に
つ
い
て
で
す

が
、
由
布
市
に
は
、
由
布
岳
や
男
池
、
由
布
川
峡

谷
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
多
く
の
自
然
景
観
が
あ
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
や
、
由
布
市
を
訪
れ
る
人
の
心
に

癒
し
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自

然
景
観
は
、
大
切
な
財
産
で
あ
り
、
貴
重
な
地
域

資
源
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
美
し
い
由
布
市
を
こ
れ

か
ら
も
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
関
係
団
体
と
協
力

す
る
と
と
も
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
の
推

進
に
努
め
、
河
川
水
質
の
保
全
を
図
り
、
美
し
い

地
域
、
誇
り
の
も
て
る
地
域
を
つ
く
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
な
お
、
由
布
市
を
取
り
巻
く
経
済
状
況
は
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
28
年
度
か
ら
、
さ
ら
な
る
普
通
交
付
税
の
減

額
措
置
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
施
策
の
展
開
や
事
務
事
業
の
縮
減
・
統
廃
合

を
検
討
し
、
事
業
手
法
の
さ
ら
な
る
工
夫
に
よ
り
、

財
源
の
確
保
と
経
常
経
費
の
削
減
に
努
め
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

平
成
27
年
度
の
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

施 政 方 針
「地域自治を大切にした住みよさ日本一」のまちづくりを目指して

平成27年　第１回
由布市議会定例会

由
布
市
長

首
藤 

奉
文
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 問い合わせ◆財政課財政係（庄内庁舎） ☎097-582-1111（内線217〜219）

会　　　計 平成２７年度予算 平成２６年度予算 増減率
一 般 会 計 180億1,806万円 187億 655万円 △3.7％
特 別 会 計 100億2,553万円 95億7,228万円 4.7％

国 民 健 康 保 険 48億7,670万円 41億8,815万円 16.4％
介 護 保 険 40億3,376万円 39億2,813万円 2.7％
後 期 高 齢 者 医 療 ４億2,348万円 ４億1,605万円 1.8％
簡 易 水 道 事 業 ４億6,427万円 ８億1,217万円 △42.8％
農業集落排水事業 9,991万円 9,965万円 0.3％
健 康 温 泉 館 事 業 １億2,741万円 １億2,813万円 △0.6％

水 道 事 業 会 計 11億 191万円 10億 770万円 9.3％
う ち 収 益 的 支 出 ６億4,857万円 ６億 746万円 6.8％
う ち 資 本 的 支 出 ４億5,334万円 ４億 24万円 13.3％

平
成
27
年
度

由
布
市
の
予
算
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

予算総額

※一般会計予算について　平成27年2月末人口35,545人で算出

平成27年度一般会計予算 平成27年度一般会計予算

　一般会計予算の歳入は、地方消費税交付
金１億9,694万円の増（48.1％）、県支出金
１億9,572万円の増（14.7％）、繰入金１億
6,117万円の増（31.5％）ですが、地方交付
税が１億9,837万円の減（3.6％）、国庫支出
金が２億3,705万円の減（10.1％）、普通建
設事業費の減少に伴う市債が８億1,570万
円の減（22.8％）となっており、全体では昨
年より６億8,849万円の減（3.7％）となっ
ています。※（　）内は前年度比

【目的別】
　一般会計予算の歳出【目的別】は、庁舎建設等により総
務費が３億3,704万円の増（12.1％）や農林水産業費が１億
8,682万円の増（22.2％）、公債費が１億1,601万円の増
（6.0％）となっています。また、学校等施設の耐震化が大
部分終了したことで教育費が７億2,621万円（30.2％）と、
消防本庁舎の建設費が４億9,447万円（29.4％）減少してい
ます。※（　）内は前年度比

歳入用語解説

市 税
皆さんに納めていただく市
民税、固定資産税、軽自動車
税、入湯税など

繰 入 金 主に基金（市の預金）の取り
崩し

地方交付税
地方ごとに生じる地方税の
収入の差を調整するために、
国から交付されるお金

国庫支出金
特定の事業に対して、国から
使いみちを指定して交付さ
れるお金

市 債
長い間利用される市の施設
をつくるときなどに、借り入
れるお金

県 支 出 金
特定の事業に対して、県から
使いみちを指定して交付さ
れるお金

地方譲与税 国から地方に使いみちは指
定せず配られるお金

各種交付金
利子割交付金、配当割交付
金、地方消費税交付金など国
から交付されるお金

歳出用語解説
民 生 費 生活保護や、児童・高齢者・障がい者な

どに対する社会福祉のための経費

教 育 費 小中学校の運営や、生涯学習、スポーツ
振興のための経費

総 務 費 庁舎などの管理、企画調整、地域活性化
のための経費

衛 生 費 医療費助成・健診などにかかる経費や、
ごみ処理・環境対策のための経費

土 木 費 道路整備、住宅管理、都市計画などのた
めの経費

農林水産業費 農林漁業の振興、農林道の整備などのた
めの経費

消 防 費 火災予防や消火活動、救急救助活動のた
めの経費

商 工 費 等 商工業や観光振興のための経費（議会費
や災害復旧費等を含めています）

歳出用語解説
人 件 費 職員の給料や委員報酬など人にかかる費

用

扶 助 費 子ども手当、生活保護、医療費の援助な
ど、主に福祉・保健・医療にかかる費用

普通建設事業費 学校施設建設や道路整備など主に工事に
関する費用

物 件 費 光熱水費や委託料など主に施設管理・行
政運営にかかる費用

公 債 費 過去の借入金の返済にかかる費用

補 助 費 等 各種団体などに対する助成にかかる経費

繰 出 金 一般会計から、特別会計などに支出する
経費

維持補修費 修繕や施設の維持にかかる経費
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291億4,550万円

一般会計の、市民 1 人当たりの予算は 約51万円（※）になるよ。目的別の由布市の予算で
は、民生費や教育費、あ
と総務費にかける割合が
多いんだね。

性質別を見てみると、人件
費や扶助費、普通建設事業
費にかける割合が大きいこ
とがわかるなぁ。

自主財源（市の自主的な収
入）より、依存財源（国や
県からもらったお金など）
の割合が大きいなぁ。

収
入
に
つ
い
て

支
出
に
つ
い
て

民生費〔31.5%〕
56億 8,222 万円

教育費〔9.3%〕
16億 7,474 万円総務費〔17.4%〕

31億 2,808 万円

衛生費〔8.2%〕
14億 7,270 万円

土木費〔7.6%〕
13億 7,374 万円

公債費〔11.4%〕
20億 5,507 万円

消防費〔6.6%〕
11億 8,584 万円

農林水産業費〔5.7%〕
10億 2,678 万円

商工費等〔2.3%〕
4億 1,889 万円

180億1,806万円
（目的分類）

人件費〔19.1%〕
34億 3,775 万円

扶助費〔18.5%〕
33億 2,859 万円

普通建設事業費〔20.9%〕
37億 6,314 万円

公債費〔11.4%〕
20億 5,507 万円

補助費等〔10.7%〕
19億 3,440 万円

物件費〔11.8%〕
21億 2,331 万円

維持補修費等〔0.4%〕
7,383 万円

180億1,806万円
（性質分類）

繰出金〔7.2%〕
13億 197 万円

自

依

存

財
源

主
財

源

69.6％

180億
1,806万円

市税〔20.8%〕
37億 5,606 万円

地方交付税〔29.1%〕
52億 3,692 万円

市債〔15.3%〕
27億 5,870 万円

県支出金〔8.5%〕
15億 2,458 万円

国庫支出金〔11.7%〕
21億 392 万円

地方譲与税・各種交付金〔5.0%〕
9億 363 万円

使用料など〔3.3%〕
5億 9,105 万円

繰入金〔3.7%〕
6億 7,255 万円

分担金・負担金〔2.6%〕
4億 7,065 万円

30.4％

【性質別】
　当初予算を【性質別】に見てみると、教科書の改訂や組
織体制一元化事業により、物件費が4,284万円増加（2.1
％）していますが、道路工事や学校耐震化などの補助事業
が減少したことを受けて、普通建設事業費が６億9,337万
円の減（15.6％）となっています。また、退職手当負担金
等の減による人件費が１億8,729万円の減となっています。
※（　）内は前年度比
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平成27年度一般会計予算 平成27年度一般会計予算

1．行財政基盤の確立
契約管理課
●市役所庁舎建設事業   7 億 1,816 万円
　市役所庁舎の増改築を行います。

●公有財産管理システム整備事業   605 万円
　新地方会計制度に対応する固定資産台帳整備と、公共施設等
総合管理計画を策定します。

消防本部
●消防庁舎建設事業   1 億 7,793 万円
　老朽化と無線デジタル化対応のため、消防本部庁舎と湯布院
出張所の建設工事を行います。

総合政策課
●総合計画策定事業   1,558 万円
●地域コミュニティ形成促進事業   58 万円

❼つの重点施策

3．農業振興施策の推進
農政課
●多面的機能支払交付金事業   1 億 6,476 万円
　国土保全、景観形成、担い手育成等農業農村の多面的機能の
強化を目指します。

●地産地消推進事業   1,604 万円
　「由布市地産地消・特産品ブランド化推進協議会」と連携し、
地域資源を活用した商品開発や特産品のブランド化に取り組み、
６次産業化の普及を促進します。

●就農支援事業   1,347 万円
　意欲的な就農志望者の支援を目的に技術や経営方法を学ぶた
めの研修や、農業を始めるための準備等を支援します。

●鳥獣被害総合特別対策事業   1,237 万円
●鳥獣被害防止特別対策事業   786 万円

4．観光振興施策の推進
商工観光課
●おんせん県おおいた DC 事業   1,728 万円
　平成２７年夏期における「おんせん県おおいた DC」の開催
に向けた「観光資源磨きあげ」「おもてなし意識向上」を推進し
ます。

●組織体制一元化事業   1,480 万円
　観光振興を推進するための新たな組織のあり方を検討します。

●観光振興整備事業   811 万円
●地域イメージ向上対策事業   400 万円
●インバウンド受入環境整備事業   486 万円
●観光交流促進事業   145 万円
総合政策課
●クアオルト推進事業   50 万円
　質の高い健康保養地づくり「クアオルト」に取り組むことで、
日本型のクアオルトの普及および拡大を目指します。

2．教育環境整備施策の推進
学校教育課
●連携型中高一貫教育推進事業   1,111 万円
　由布高校と連携した６年間の教育を通して連携型中高一貫教
育を推進するとともに、市内入学者数増加のため、スクールバ
ス運行や通学費補助等を行います。

●学力向上推進事業   436 万円
●特別支援事業   58 万円
●特色ある学校教育推進事業   33 万円
●幼・保・小連携推進事業   9 万円
教育総務課
●学力向上支援教諭活用事業   1,100 万円
　１クラス２０人以上のクラスを有する小学校に学力向上支援
教諭を配置し、きめ細やかな指導により学習上のつまづきを解
消します。

●中学校英語教育推進事業   1,380 万円
●小学校英語教育推進事業   772 万円
社会教育課
●地域協育推進事業   848 万円
　子どもたちの育成を地域が一体となって取り組んでいく体制
を確立します。（放課後子ども教室・家庭教育支援事業）

スポーツ振興課
●スポーツ・レクリエーション団体育成事業   800 万円
　総合型地域スポーツクラブの自立を支援することにより、誰
もが参加でき、年齢・体力・レベルそれぞれに応じたスポーツ
に親しむ環境を整備します。

　総合計画に掲げられた「地域自治を大切にした住みよさ日本一」のまち実現に向け、７つの重点施策に
取り組みます。

　重点施策について
ご紹介します。

5．健康立市施策の推進
健康増進課
●成人保健事業   3,197 万円
　市民の健康増進を計画的に実践するための健康増進計画に基
づき、生活習慣病等の予防に努めます。

●健康立市推進事業   469 万円
　「健康長寿」と「生活の質の向上」に向け、各種健康施策を展
開することにより健康立市・由布市の実現を目指します。

●総合相談窓口事業   700 万円
●予防接種推進事業   232 万円
●５歳児健康診査事業   204 万円
●母子歯科保健対策事業   72 万円
●介護予防生活支援事業（介護保険特別会計）   6,584 万円
●在宅高齢者支援事業（介護保険特別会計）   478 万円
福祉対策課
●地域生活支援事業   750 万円
　相談支援員が障がい者（児）およびその家族、介護者に対して、
各種福祉サービスの利用手続きの援助や日常生活の相談などを
行います。

●生活困窮者自立支援事業   465 万円
子育て支援課
●子ども医療費助成事業   9,467 万円
　中学生までの子どもに係る医療費負担の助成を行い、傷病の
早期治療の促進と子育て世帯の経済的な負担を軽減します。

●児童健全育成事業   5,951 万円
　放課後に保護者不在の児童を対象とし、適切な遊びや生活の
場づくりといった児童の健全育成環境を整備します。

●地域子育て支援づくり事業   2,449 万円
●保育所活動推進事業   496 万円

6．地域の安全・活性化施策の推進
総合政策課
●生活関連情報通信整備事業   2 億円
　光通信ネットワークが未整備となっている庄内地域等の光
ファイバー敷設を平成 26 年度から平成 28 年度にかけて整備を
行います。

●由布市に住みたい事業   200 万円
　空き家対策および移住定住対策の事業であり、登録物件の看
板設置やリフォームにかかる費用、不動産業者との仲介手数料
にかかる助成を行います。

●地域おこし協力隊事業   640 万円
●小規模集落等支援対策事業   92 万円
挾間地域振興課
●由布川地域都市再生整備事業   3,901 万円
　由布川地域の活性化と世代間の交流を担う地域活性化セン
ター建設を行います。

防災安全課
●地域防災推進事業   207 万円
　自主防災組織への資機材整備補助など、地域防災の強化を目
指します。

消防本部
●消防無線デジタル化対応事業   3 億 7,833 万円
　平成 28 年度にデジタル移行される消防救急無線整備のため、
無線装置や指令台を消防 3 庁舎に設置します。

水道課
●新水源調査事業（水道事業特別会計）   1,615 万円
　挾間地域の新たな水源確保のため、電気探査、ボーリング調
査を行います。

●老朽管更新事業（水道事業特別会計）   9,083 万円

7．環境・景観施策の推進
環境課
●花いっぱい事業   198 万円
　道路沿線を中心に、秋にはコスモス、春には菜の花を咲かせ、
憩いのある生活環境を整備します。

●合併処理浄化槽設置推進事業   2,000 万円
●河川水質保全事業   100 万円
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長　
一
法
師
恵
樹（
福
祉
対
策
課
長
）▽

湯
布
院
振
興
局
長　

小
野
啓
典（
子
育
て

支
援
課
長
）▽
議
会
事
務
局
長　
溝
口
隆
信

（
総
合
政
策
課
長
）▽
会
計
管
理
者　

友

永
善
晴（
水
道
課
長
）　

【
課
長
級
】

▽
総
務
課
長　

衛
藤
公
治（
契
約
管
理
課

長
）▽
総
合
政
策
課
長　
奈
須
千
明（
学
校

教
育
課
長
）▽
契
約
管
理
課
長　
加
藤
裕
三

（
湯
布
院
地
域
振
興
課
長
）▽
建
設
課
長

　

大
嶋
幹
宏（
都
市
・
景
観
推
進
課
長
）▽

都
市
・
景
観
推
進
課
長　

森
山
徳
章（
環

境
課
長
）▽
学
校
教
育
課
参
事〈
挾
間
幼

稚
園
〉後
藤
雅
子（
同
課
参
事〈
由
布
川
幼

稚
園
〉）▽
学
校
教
育
課
参
事〈
由
布
川
幼

稚
園
〉佐
藤
伸
子（
同
課
参
事〈
由
布
院
幼

稚
園
〉）▽
学
校
教
育
課
参
事〈
由
布
院
幼

稚
園
〉佐
伯
邦
子（
同
課
参
事〈
挾
間
幼
稚

事
務
局
長　
秋
吉
孝
治
▽
庄
内
振
興
局
長

　
生
野
隆
司
▽
収
納
課
長　
衛
藤
純
司
▽

人
権
同
和
対
策
課
長　
佐
藤
剛
夫
▽
小
松

寮
長　
大
津
留
絹
子
▽
挾
間
地
域
振
興
課

長　
麻
生
岳
登
志
▽
農
業
委
員
会
事
務
局

長　
工
藤
仁
徳
▽
由
布
大
分
環
境
衛
生
組

合
事
務
局
長　
利
光
浩
▽
挾
間
地
域
振
興

課
主
査　
喜
多
温
子
▽
学
校
教
育
課
教
諭

〈
由
布
川
幼
稚
園
〉福
山
迪
子

【
新
採
用
】

▽
防
災
安
全
課
主
事
補　
川
野
大
樹
▽
総

合
政
策
課
主
事　
江
戸
祐
貴
▽
契
約
管
理

課
主
事　
藤
田
航
輔
▽
税
務
課
主
事
補　

丸
尾
亜
莉
沙
▽
健
康
増
進
課
臨
床
心
理
士

　
穝
所
亮
博
▽
保
険
課
主
事　
神
田
稔
▽

環
境
課
主
事　
藤
沢
瑞
穂
▽
農
政
課
主
事

　
衞
藤
貴
史
▽
建
設
課
主
事
補　
河
村
拓

海
▽
挾
間
地
域
振
興
課
主
事　
生
野
祐
介

▽
庄
内
地
域
振
興
課
主
事
補　
尾
崎
羽
蘭

▽
湯
布
院
地
域
振
興
課
主
事　
志
手
裕
樹

▽
教
育
総
務
課
主
事　
池
部
真
人
▽
健
康

増
進
課
主
事　
生
野
洋
平

消
防
職
員

【
部
長
級
】

▽
消
防
本
部
消
防
長　

大
久
保
篤（
総
務

課
長
）

【
課
長
級
】

▽
消
防
署
長　
佐
藤
克
文（
警
防
課
長
）▽

消
防
本
部
総
務
課
長　
宮
本
秀
明（
湯
布

院
出
張
所
長
）▽
消
防
本
部
警
防
課
長　

後
藤
計
二（
庄
内
出
張
所
長
）▽
消
防
本
部

予
防
課
長　

高
橋
康
弘（
消
防
署
第
二
副

署
長
）▽
庄
内
出
張
所
長　
佐
藤
幹
夫（
同

所
第
一
副
所
長
）▽
湯
布
院
出
張
所
長　

市
職
員
人
事
異
動

由
布
市
職
員
の
人
事
異
動
が
、
４
月

１
日
付
け
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
係
長

級
以
上
の
異
動
お
よ
び
新
規
採
用
職

員
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

（　
）は
旧
職

園
〉）▽
収
納
課
長　

鶴
原
章
二（
税
務
課

長
補
佐
）▽
人
権・同
和
対
策
課
長　
清
藤

勝
己（
庄
内
地
域
振
興
課
長
補
佐
）▽
福
祉

対
策
課
長　
漆
間
尚
人（
議
会
事
務
局
次

長
）▽
子
育
て
支
援
課
長　
栗
嶋
忠
英（
同

課
長
補
佐
）▽
健
康
増
進
課
長　

麻
生
清

美（
同
課
長
補
佐
）▽
小
松
寮
長　
八
川
英

治（
防
災
安
全
課
長
補
佐
）▽
環
境
課
長　

田
邉
祐
次（
建
設
課
長
補
佐
）▽
商
工
観
光

課
長　
溝
口
信
一（
農
業
委
員
会
次
長
）▽

水
道
課
長　
大
久
保
隆
介（
同
課
長
補
佐
）

▽
挾
間
地
域
振
興
課
長　

首
藤
康
志（
同

課
長
補
佐
）▽
湯
布
院
地
域
振
興
課
長　

右
田
英
三（
社
会
教
育
課
長
補
佐
）▽
学
校

教
育
課
長　
板
井
信
彦（
湯
布
院
地
域
振

興
課
長
補
佐
）▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
須
藤
啓
司（
保
険
課
長
補
佐
）▽
由
布
大

分
環
境
衛
生
組
合
事
務
局
長〈
出
向
〉森
下

祐
治（
都
市
・
景
観
推
進
課
長
補
佐
）▽
学

校
教
育
課
参
事　
首
藤
茂（
同
課
主
幹
）

【
課
長
補
佐
級
】

▽
防
災
安
全
課
長
補
佐　

生
野
浩
一（
建

設
課
長
補
佐
）▽
水
道
課
長
補
佐　
佐
藤
洋

（
建
設
課
長
補
佐
）▽
庄
内
地
域
振
興
課

長
補
佐　

佐
藤
栄
治（
農
政
課
長
補
佐
）

▽
議
会
事
務
局
次
長　

馬
見
塚
量
治（
総

務
課
長
補
佐
）▽
社
会
教
育
課
長
補
佐〈
中

央
・
湯
布
院
公
民
館
〉伊
勢
戸
隆
司（
庄
内

地
域
振
興
課
長
補
佐
）▽
農
業
委
員
会
次

長　
後
藤
義
一（
小
松
寮
次
長
）▽
総
務
課

長
補
佐　
庄
忠
義（
同
課
主
幹
）▽
総
合
政

策
課
長
補
佐　
佐
藤
正
秋（
同
課
主
幹
）▽

契
約
管
理
課
長
補
佐　
岡
公
憲（
同
課
主

幹
）▽
税
務
課
長
補
佐　
河
野
克
幸（
庄
内

地
域
振
興
課
主
幹
）▽
収
納
課
長
補
佐　

佐
藤
克
也（
同
課
主
幹
）▽
子
育
て
支
援
課

大
野
陽
三（
消
防
署
第
一
副
署
長
）

【
課
長
補
佐・主
幹
級
】

▽
消
防
署
第
一
副
署
長　

江
戸
高
善（
湯

布
院
出
張
所
第
一
副
所
長
）▽
消
防
署
第

二
副
署
長　

古
長
清
治（
庄
内
出
張
所
第

二
副
所
長
）▽
警
防
課
長
補
佐　

都
甲
洋

康（
湯
布
院
出
張
所
第
二
副
所
長
）▽
庄
内

出
張
所
第
一
副
所
長　

平
村
康
夫（
消
防

署
第
一
主
幹
）▽
庄
内
出
張
所
第
二
副
所

長　
佐
藤
尚
也（
消
防
署
第
二
主
幹
）▽
湯

布
院
出
張
所
第
一
副
所
長　
工
藤
純
一（
庄

内
出
張
所
第
二
主
幹
）▽
湯
布
院
出
張
所

第
二
副
所
長　

眞
崎
克
也（
同
所
第
二
主

幹
）▽
庄
内
出
張
所
第
二
主
幹　
大
杉
嘉
則

（
湯
布
院
出
張
所
第
一
主
幹
）

【
係
長
級
】

▽
消
防
署
第
一
係
長　
河
野
桂
一（
庄
内
出

張
所
第
一
係
長
）▽
消
防
署
第
二
係
長　
佐

藤
憲
一（
消
防
署
第
一
係
長
）▽
庄
内
出
張

所
第
一
係
長　
油
布
健
太
郎（
消
防
署
第
一

係
長
）▽
湯
布
院
出
張
所
第
二
係
長　

佐

藤
啓（
同
所
第
二
主
査
）

【
退
職
者
】

▽
消
防
本
部
消
防
長　
甲
斐
忠
▽
消
防
本

部
予
防
課
長　
佐
藤
政
也
▽
消
防
署
長　

日
野
忠
博
▽
消
防
署
主
査　
堀
聖
史

【
新
採
用
】

▽
主
事　
三
ヶ
尻
優
作
▽
主
事
補　
古
長

太
一
郎
▽
主
事
補　
生
野
和
也
▽
主
事
補

　
半
澤
翼
▽
主
事
補　
古
庄
諄
也
▽
主
事

補　
松
山
直
稔

長
補
佐　
小
野
嘉
代
子（
挾
間
地
域
振
興

課
主
幹
）▽
健
康
増
進
課
長
補
佐　

馬
見

塚
美
由
紀（
同
課
主
幹
）▽
健
康
増
進
課
長

補
佐　
武
田
恭
子（
同
課
主
幹
）▽
健
康
増

進
課
長
補
佐　
工
藤
晋
哉（
同
課
主
幹
）▽

小
松
寮
次
長　
佐
藤
俊
吾（
社
会
教
育
課

主
幹
）▽
農
政
課
長
補
佐　
秦
正
次
郎（
同

課
主
幹
）▽
農
政
課
長
補
佐　

首
藤
啓
治

（
同
課
主
幹
）▽
建
設
課
長
補
佐　

後
藤

和
敏（
同
課
主
幹
）▽
建
設
課
長
補
佐　
古

庄
成
之（
同
課
主
幹
）▽
都
市
・
景
観
推
進

課
長
補
佐　
後
藤
睦
文（
農
政
課
主
幹
）▽

水
道
課
長
補
佐　
三
ヶ
尻
郁
夫（
同
課
主

幹
）▽
挾
間
地
域
振
興
課
長
補
佐　

阿
部

暁
成（
湯
布
院
地
域
振
興
課
主
幹
）▽
庄
内

地
域
振
興
課
長
補
佐　
花
宮
宏
城（
同
課

主
幹
）▽
学
校
教
育
課
長
補
佐〈
由
布
川
幼

稚
園
〉猪
野
典
子（
同
課
主
幹
）▽
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
長
補
佐　
加
藤
毅（
同
課
主
幹
）

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長　
日
野
正
美

（
同
事
務
局
主
幹
）

【
主
幹
級
】

▽
総
務
課
主
幹　

佐
藤
重
喜（
税
務
課
主

幹
）▽
湯
布
院
地
域
振
興
課
主
幹　

秦
隆

（
庄
内
地
域
振
興
課
主
幹
）▽
教
育
総
務

課
主
幹　

平
野
浩
一
郎（
学
校
教
育
課
主

幹
）▽
社
会
教
育
課
主
幹〈
庄
内
公
民
館
〉

利
光
祐
治（
同
課
主
幹
）▽
総
務
課
主
幹　

安
部
正
徳（
同
課
係
長
）▽
総
務
課
主
幹　

一
野
英
実（
同
課
係
長
）▽
契
約
管
理
課
主

幹　
大
塚
守（
同
課
係
長
）▽
福
祉
対
策
課

主
幹　
渡
辺
隆
司（
同
課
係
長
）▽
環
境
課

主
幹　
佐
藤
有
一（
同
課
係
長
）▽
挾
間
地

域
振
興
課
主
幹　
吉
倉
芳
恵（
同
課
係
長
）

▽
庄
内
地
域
振
興
課
主
幹　

衞
藤
武（
同

課
係
長
）▽
湯
布
院
地
域
振
興
課
主
幹　

新
田
祐
介（
商
工
観
光
課
係
長
）　

【
係
長
級
】

▽
総
合
政
策
課
係
長　

在
津
典
良（
福
祉

対
策
課
係
長
）▽
税
務
課
係
長　

秋
吉
剛

（
総
合
政
策
課
係
長
）▽
市
民
課
係
長　

工
藤
秀
紀（
庄
内
地
域
振
興
課
係
長
）▽
収

納
課
係
長　
竹
下
美
佳（
挾
間
地
域
振
興

課
係
長
）▽
小
松
寮
係
長　
三
浦
信
幸（
農

政
課
係
長
）▽
商
工
観
光
課
係
長　

小
俣

功（
農
政
課
係
長
）▽
商
工
観
光
課
係
長

　
生
野
敏
博（
㈳
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
お
い
た
係

長
）▽
農
政
課
係
長　
後
藤
康
成（
小
松
寮

係
長
）▽
農
政
課
係
長〈
畜
産
セ
ン
タ
ー
〉

宮
本
貴
士（
契
約
管
理
課
係
長
）▽
建
設
課

係
長　
佐
藤
芳
規（
教
育
総
務
課
係
長
）▽

挾
間
地
域
振
興
課
係
長　
一
尾
元
博（
水

道
課
係
長
）▽
防
災
安
全
課
係
長　

長
尾

郁（
同
課
主
査
）▽
福
祉
対
策
課
係
長　
黒

木
達
哉（
健
康
増
進
課
主
査
）▽
健
康
増
進

課
係
長　
中
島
進（
同
課
主
査
）▽
健
康
増

進
課
係
長　
高
田
知
英（
同
課
主
査
）▽
庄

内
地
域
振
興
課
係
長　
古
長
寛
幸（
同
課

主
査
）▽
学
校
教
育
課
主
任
教
諭〈
西
庄
内

幼
稚
園
〉帆
足
亜
紀
子（
同
課〈
同
園
〉）▽

学
校
教
育
課
主
任
教
諭〈
西
庄
内
幼
稚
園
〉

古
長
妙
子（
同
課〈
阿
南
幼
稚
園
〉）

【
再
任
用
】

▽
総
務
課
行
政
専
門
員　

相
馬
尊
重（
総

務
部
長
）▽
水
道
課
行
政
専
門
員　

衛
藤

純
司（
収
納
課
長
）

【
退
職
者
】

▽
総
務
部
長　
相
馬
尊
重
▽
健
康
福
祉
事

務
所
長　
衛
藤
哲
雄
▽
環
境
商
工
観
光
部

長　

平
井
俊
文
▽
挾
間
振
興
局
長　

柚

野
武
裕
▽
湯
布
院
振
興
局
長　
加
藤
勝
美

▽
教
育
委
員
会
次
長　
日
野
正
彦
▽
議
会

市政ニュース

　
平
成
27
年
税
制
改
正
に
伴
い
、
平
成
27
年

度
か
ら
軽
自
動
車
の
税
率
変
更
が
行
わ
れ
ま

す
。
車
両
の
種
類
や
最
初
の
新
規
検
査
年
月

に
よ
っ
て
、
適
用
さ
れ
る
税
率
が
異
な
り
ま

す
。

⑴
原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
２
輪
車
等

　
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑵
軽
四
輪
車
等
（
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
）

　
初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
た
年
月

に
よ
り
、
現
行
税
率
、
新
税
率
、
重
課
税
率

（
平
成
28
年
度
～
）
の
い
ず
れ
か
の
税
率
に

な
り
ま
す
。

　
現
行
税
率　
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に

最
初
の
新
規
検
査
を
受
け
た
車
両
で
、
新
規

検
査
か
ら
一
定
年
数
（
13
年
）
を
経
過
す
る

ま
で
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

新
税
率　

 

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に

最
初
の
新
規
検
査
を
受
け
る
車
両
で
、
新
規

検
査
か
ら
一
定
年
数
（
13
年
）
を
経
過
す
る

ま
で
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
重
課
税
率　
平
成
28
年
度
以
降
、
最
初
の

新
規
検
査
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
環
境
負
荷

の
大
き
い
自
動
車
に
対
し
て
、
環
境
配
慮
型

税
制
（
お
お
む
ね
20
％
増
税
）
が
実
施
さ
れ

ま
す
。 

 
 

●
問
い
合
わ
せ　
税
務
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

 

（
内
線
１
４
６
）

車種区分

税率（年額）
現行税率

平成２７年３月３１
日までの新規登録車

新税率
平成２７年４月１日
以降の新規登録者

重課税率
新規登録後１３年超

軽三輪 3,100円 3,900円 4,600円

軽四輪以上
貨物

自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

乗用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

軽
自
動
車
税
の
税
率（
年
額
）が
変
更
に
な
り
ま
す
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岩
崎　
宣
夫
（
庄
内
）　

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

０
２
９
４

　
佐
々
木　
義
盛
（
庄
内
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

２
５
３
１

　
宇
都
宮　
健
一
（
湯
布
院
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

４
５
７
３

　
衞
　
義
昭
（
湯
布
院
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

２
８
４
５

●
知
的
障
害
者
相
談
員

　
立
川　
喜
美
恵
（
湯
布
院
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

４
０
４
３

【
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　

地
域
で
生
活
す
る
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
ご
家

族
か
ら
の
相
談
等
に
応
じ
、
障
が
い
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

必
要
な
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
由
布
市
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
由
布
市
庄
内
町
庄
内
原
３
６
５
番
地
１

 

（
由
布
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

２
７
５
６

●
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
だ
ま

　
由
布
市
挾
間
町
赤
野
３
３
９
番
地
１

 

（
大
分
県
の
ぞ
み
園
内
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

０
３
５
０

●
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
う
せ
い
か
ん

　
由
布
市
内
町
西
長
宝
１
４
３
３
番
地
１

 

（
社
会
福
祉
法
人
庄
内
厚
生
館
内
）

　
☎
０
９
７

－
５
８
２

－

１
２
１
１

市政ニュース
　

各
種
障
が
い
者
手
帳
の
申
請
方
法
や
障
が
い
者
福

祉
制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

各
種
申
請
等
の
様
式
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

 http://w
w

w
.city.yufu.oita.jp/

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
対
策
課
・
健
康
増
進
課

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１

【
は
じ
め
に
】

●
身
体
障
が
い
者
と
は

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
に

定
め
る
身
体
上
の
障
が
い

が
あ
る
人
で
、
県
知
事
か

ら
身
体
障
害
者
手
帳
（
１

級
～
６
級
）
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
を
い
い
ま
す
。

●
知
的
障
が
い
者
と
は

　

知
的
機
能
の
障
が
い
が

発
達
期
（
お
お
む
ね
18
歳

ま
で
）
に
現
れ
、
日
常
生

活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
何
ら
か
の
特
別
な

援
助
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
人
を
い
い
ま
す

（
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ
２
、
Ｂ
１
、
Ｂ
２
）
。

●
精
神
障
が
い
者
と
は

　

精
神
障
が
い
の
た
め
に
長
期
に
わ
た
っ
て
日
常
生

活
や
社
会
生
活
に
制
約
の
あ
る
人
を
い
い
ま
す
（
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
～
３
級
）
。

【
各
種
手
帳
申
請
】　

　
身
体
障
害
者
手
帳
お
よ
び
療
育
手
帳

 

（
受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
）

　
・
福
祉
対
策
課
（
湯
布
院
）

　
・
地
域
振
興
課
（
挾
間
・
庄
内
）

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

 

（
受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
）

　
・
健
康
増
進
課
（
湯
布
院
）

　
・
地
域
振
興
課
（
挾
間
・
庄
内
）

【
日
常
生
活
用
具
支
給
事
業
】

　

重
度
心
身
障
が
い
者
に
対
し
、
障
が
い
の
種
別
と

程
度
に
応
じ
て
日
常
生
活
上
の
便
宜
を
図
る
た
め
の

用
具
を
給
付
す
る
制
度
で
す
。
（
入
浴
補
助
用
具
、

ス
ト
ー
マ
用
装
具
、
移
動
・
移
乗
支
援
用
具
な
ど
）
。

 
（
受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
）

　
・
福
祉
対
策
課
（
湯
布
院
）

　
・
地
域
振
興
課
（
挾
間
・
庄
内
）

【
身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者
相
談
員
の
紹
介
】

　

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者
相
談
員
が
障

が
い
者
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
助
言
を
行
い
ま
す
。

　

由
布
市
の
相
談
員
さ
ん
は
次
の
方
た
ち
で
す
。
悩

み
ご
と
、
相
談
ご
と
の
あ
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
身
体
障
害
者
相
談
員

　
岡
島　
干
城
（
挾
間
）　

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

２
９
９
３

　
岡　
信
綱
（
挾
間
）　
　

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
３
０
４

「
生
活
支
援
相
談
窓
口
」
を
開
設

障
が
い
者
福
祉
制
度
の
ご
紹
介

　

４
月
１
日
か
ら
、
由
布
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
に

「
生
活
支
援
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
で
も
、
ひ
と
り
で

抱
え
込
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

由
布
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
日
常
の
生
活
に

不
安
や
心
配
の
あ
る
方
、
経
済
的
に
お
困
り
の
方
な

ど
が
対
象
（
生
活
保
護
受
給
中
の
方
は
除
く
）

●
相
談
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 

（
土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
の
休
業
日
は
除
く
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

２
７
５
６

 

（
由
布
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

※
専
門
の
相
談
支
援
員
が
寄
り
添
い
な
が
ら
一
緒
に

考
え
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
由
布
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

２
７
５
６

　
福
祉
対
策
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

《
修
学
奨
学
金
に
つ
い
て
》

●
対
象
者

　
保
護
者
ま
た
は
世
帯
主
が
１
年
以
上

由
布
市
に
在
住
し
て
い
る
人
の
お
子
さ

ん
で
、
高
校
、
高
専
、
大
学
、
短
大
ま

た
は
専
門
学
校
に
在
学
し
、
優
秀
な
資

質
を
有
し
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
資

の
支
弁
が
困
難
な
人

●
貸
与
金
額
（
月
額
）

　
高
校（
高
専
）奨
学
生
…
１
万
２
千
円

　
大
学（
短
大
、
専
門
）奨
学
生

…
…
…
２
万
円

※
６
月
下
旬
と
10
月
下
旬
に
そ
れ
ぞ
れ

６
ヵ
月
分
を
振
り
込
み
ま
す
。

●
募
集
期
間

　
５
月
８
日
㈮
ま
で

　
募
集
期
間
終
了
後
に
選
考
を
行
い
、

奨
学
生
を
決
定
し
ま
す
。

●
申
請
書
配
布
場
所

　
教
育
総
務
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
市
民
課
窓
口
（
庄
内
庁
舎
）

　
地
域
振
興
課
窓
口
（
挾
間
庁
舎
）

●
そ
の
他

　
本
奨
学
金
は
貸
与
制
で
す
。
貸
与
期

間
終
了
後
、
償
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
教
育
総
務
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１

 

（
内
線
２
３
５
）

《
入
学
一
時
金
に
つ
い
て
》

　
由
布
市
・
田
北
奨
学
会
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
「
入
学
一
時
金
制

度
」
を
開
始
し
ま
す
。

募
集
お
よ
び
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
対
象
者

　
保
護
者
ま
た
は
世
帯
主
が
１
年
以
上
由
布
市
に
在
住
し
て
い
る
人
の

お
子
さ
ん
で
、
大
学
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
へ
進
学
を
し
て
い
る

ま
た
は
進
学
を
予
定
し
て
お
り
、
優
秀
な
資
質
を
有
し
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
入
学
金
等
の
支
弁
が
困
難
な
人
（
※
高
校
入
学
予
定
者
は
対
象

外
で
す
）

●
貸
与
金
額　
20
万
円
以
内　
※
６
月
下
旬
に
振
り
込
み
ま
す
。

●
募
集
期
間　
５
月
８
日
㈮
ま
で

　
募
集
期
間
終
了
後
に
選
考
を
行
い
、
奨
学
生
を
決
定
し
ま
す
。

●
申
請
書
配
布
場
所　
教
育
総
務
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
課
窓
口
（
庄
内
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
振
興
課
窓
口
（
挾
間
庁
舎
）

●
そ
の
他

※
貸
与
は
基
本
的
に
１
人
に
つ
き
1
度
限
り
と
し
ま
す
。

※
本
奨
学
金
は
貸
与
制
の
た
め
、
卒
業
後
に
償
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
入
学
予
定
で
貸
与
を
受
け
、
入
学
の
事
実
が
な
い
場
合
や
確

認
で
き
な
い
場
合
は
、
貸
与
を
受
け
た
全
額
を
翌
年
度
5
月
ま
で
に
返

還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
今
後
の
募
集
に
つ
い
て　
年
３
回
行
い
ま
す
。

　
４
月
募
集
※
今
回
募
集
分

　
　
　
　
　
（
６
月
振
込
）
… 

同
年
度
の
4
月
に
入
学
を
し
た
人
の
み

　
10
月
募
集
（
12
月
振
込
）
… 

翌
年
度
の
4
月
に
入
学
（
予
定
）
の
人

　
１
月
募
集
（
３
月
振
込
）
… 

翌
年
度
の
4
月
に
入
学
（
予
定
）
の
人

●
問
い
合
わ
せ

　
教
育
総
務
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
２
３
５
）

由
布
市
・
田
北
奨
学
会
奨
学
生
募
集
に
つ
い
て

どこに
相談すればいいのか

わからない

引きこもりの生活を
なんとかしたい

仕事が
見つからない

地域との
かかわりが
もてない
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由
布
市
で
は
11
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
共
働
き

に
よ
る
留
守
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
を
、
児
童
館
や
学

校
の
余
裕
教
室
、
学
校
敷
地
内
の
専
用
室
等
で
預
か

り
、
放
課
後
に
適
切
な
遊
び
・
生
活
の
場
を
与
え
て
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
大
多
数
が
、
保
護
者
会
等
に
よ
る
自

主
・
自
立
で
の
運
営
を
し
て
お
り
、
多
く
の
ク
ラ
ブ

が
子
ど
も
た
ち
の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
く
支
援
員

さ
ん
の
不
足
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
を
求
め

て
い
た
方
、
働
く
保
護
者
の
応
援
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

勤
務
の
詳
細
（
賃
金
、
勤
務
日
時
等
）
に
つ
い
て

は
、
各
ク
ラ
ブ
運
営
者
と
の
ご
相
談
と
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

由
布
市
の
宝
で
あ
る
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
に
一
役
買
っ
て
い
た
だ
け
る
多
く
の
方

の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

●
保
護
者
会
に
よ
る
自
主
運
営
を
行
っ
て
い
る

　
市
内
の
児
童
ク
ラ
ブ

・
谷
っ
子
児
童
ク
ラ
ブ　
　
・
石
城
児
童
ク
ラ
ブ

・
由
布
川
児
童
ク
ラ
ブ　
　
・
西
庄
内
児
童
ク
ラ
ブ

・
か
わ
に
し
児
童
ク
ラ
ブ　
・
塚
原
児
童
ク
ラ
ブ

・
第
一
ゆ
ふ
い
ん
児
童
ク
ラ
ブ

・
第
二
ゆ
ふ
い
ん
児
童
ク
ラ
ブ

●
問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－
８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
３
０
２
）

　

市
内
の
高
校
生
が
通
学
の
た
め
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
通
学
乗
車
証

（
定
期
券
）
に
よ
り
月
額
往
復
４
，０
０
０
円
（
片
道

２
，
０
０
０
円
）
の
利
用
料
で
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

通
学
乗
車
証
の
申
し
込
み
な
ど
、
詳
し
く
は
学
校

教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
２
３
４
）

　

由
布
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
は
、
３
町
（
挾

間
町
、
庄
内
町
、
湯
布
院
町
）
で
会
員
を
募
り
、
１

日
ふ
れ
あ
い
研
修
旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
、
会
員

の
親
睦
や
交
流
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

身
体
障
が
い
者
の
手
帳
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、
お

住
ま
い
の
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
会
へ
加
入
し
、
由
布
市

で
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

（
挾　
間
）

　
岡
島　
干
城　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

２
９
９
３

（
庄　
内
）

　
岩
崎　
宣
夫　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

０
２
９
４

（
湯
布
院
）

　
衞
　
義
昭　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

２
８
４
５

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

支
援
員
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

高
校
生
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
・

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

「
由
布
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
」

会
員
募
集
に
つ
い
て

　そろそろ稲作時期が近づいていますが、農地の貸し借りについて、面倒だからといって、
貸し手と借り手との間で正規の手続きを取らずに、相対で契約している人が見受けられます
（ヤミ小作）。
　市では、農地の貸し借りを安心して行えるよう「利用権設定」を進めています。経営規模
拡大を図っている認定農業者なども、まず利用権設定をしておきましょう。

☆利用権設定とは、
　農地の貸し借りをする際に、貸し手（農地を貸したい人）と借り手（農地を借りたい
人）との間で、安心して農地の貸借ができるよう、農業経営基盤強化促進法に基づき公
的機関を通じて契約するものです。
○手続きは簡単です。（双方の合意を示す利用権設定明細書の提出）
○契約期間や賃借料は双方の相談で決めることができ、書面に残すことで、安心して貸借することができます。
○貸した農地は、契約期間が満了すれば、自動的に貸借契約が終了し、確実に農地を返してもらえます。
　また、離農料等は、発生しません。
○期間満了でも相互の相談により継続を希望する場合は、簡単な手続きにより契約を更新することができます。
○借り手は、安心して経営規模拡大が図れます。また、各種補助金事業に取り組む際にも役立ちます。

　由布市農業委員会では、農地バンクを設置しています。耕作放棄地拡大防止や担い手
の効率的な農地利用を進めるため、貸し借りや売買のお手伝いをしています。皆さんの
「貸したい」「借りたい」が情報として蓄えられ、農地の有効利用に向けて取り組んで
います。
　公的な立場で貸し借り等の仲介や農地の相談に応じますので、安心してご利用ください。

●問い合わせ　農業委員会（挾間庁舎）　　　☎097–583–1111（内線1351）
　　　　　　　農政課企画振興係（挾間庁舎）☎097–583–1111（内線1335）

農
地
の
貸
借
を
す
る
時
は

ま
ず
利
用
権
設
定
を
し
ま
し
ょ
う

貸し手 農業委員会
契
約
成
立

効
力
発
生借り手

借り手・貸し手の調整
・10a当たりの袋数（料金）等
・契約期間等

公　
　
示

合併処理浄化槽を設置する家庭に対して、補助金申請を受け付けます

受付期間▶11月27日㈮まで
　※予算がなくなり次第、受け付けを終了します。なお、予算額に達しなかった場合は、
　　受け付けを延長することがあります。

●補助金額
人槽 新築 汲み取り・単独からの設置替え
５ ３３２,０００円 ５３２,０００円

７ ４１４,０００円 ６１４,０００円

１０ ５４８,０００円 ７４８,０００円

１１～ ５４８,０００円 ７４８,０００円
※平成28年度までの予定で、汲み取り・単独から設置替えをされる方について、補助金額

の上乗せを実施しています。

●補助対象者
・個人住宅において、新築物件に合併処理浄化槽を設置、または汲み取り便所や単独浄化槽

から合併処理浄化槽へ設置替えをする人。
・由布市内に住民票がある人、または完成後、住民票を速やかに由布市内に移せる人。
・平成28年２月末までに、設置工事が完了できる人。
・店舗併用住宅の場合は、居住部分の延べ床面積が全体の２分の１以上であること。
　※補助期間内に工事が完了できない場合は、対象になりません。
　※販売や賃貸の目的で住宅を建設する場合（別荘を含む）は、対象になりません。
　※申請前に工事にかかると、補助金の対象になりません。
　（補助金交付決定通知が到着後に、工事にかかることになります）

●問い合わせ
　環境課（湯布院庁舎）　　☎0977−84－3111（内線524）
　地域振興課（挾間庁舎）　☎097−583－1111（内線1227）
　地域振興課（庄内庁舎）　☎097−582－1111（内線117）

平
成
27
年
度

合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
受
け
付
け
に
つ
い
て
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　３月 14 日、湯布院町で
「クアオルトゆふいんウォー
キング」が行われました。
当日は湯布院の豊かな自然
を堪能しながら気持ちよく

ウォーキングできるコースが用意されており、
104 人が参加しました。このウォーキングは、
７班に分かれた参加者を各班のガイドが案内
するというもので、クアオルト研究の第一人者
である小関信行さんをはじめ小関さんのガイ
ド研修修了者がそのガイド役を担いました。参
加者らはガイド案内のもと、周りの景色を満喫
しながら、気候性地形療法によるゆっくりとし
たウォーキングを楽しみました。

　３月14日、６ヵ月間（全７回）かけて行
われた「由布市認知症コーディネーター育成
研修」の全日程を修了した10人に、首藤市
長から修了証書が授与され「認知症コーディ
ネーター」が誕生しました。この研修を修了
したかたがたは、地域の医療、介護、福祉と
連携を図り、認知症の人やその家族が住み慣
れた地域において、その人らしく生き生きと
安心して暮らしていけるように支援体制づく
りを進め、認知症にやさしい地域づくりを促

進するた
めに、各
事業所で
活動して
いきます。

第
２
期
生
の
由
布
市

認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
誕
生

研
修

ゆーふー主任のまちかどズームアップ

こ
だ
わ
り
の
大
福
を
披
露

開
発

　２月25日、由布高校の生徒が企画・開発
した商品の完成報告と試食のため、県の太田
豊彦副知事を訪問しました。材料には庄内産
のフルーツトマトを使い、あんこも市内産の
小豆を使用するなど地元産にこだわったもの
で、商品名は「由布幸(しあわせ)大福」。当
日はトマト生産者の阿部郁子さんと販売先で
あるかぐらちゃやの谷口博章さんらとともに、
同校３年生の惣間優太さんと太田恵理さんが

商品をＰ
Ｒしまし
た。

１
０
０
歳
を
祝
っ
て

長
寿

　３月 25 日、100 歳を迎えた川﨑ツルヨさんの
お祝いのため、首藤市長が湯布院町の「ゆふいん
風香」を訪れました。川﨑さんは福岡県八女市の
出身で、結婚を機に湯布院町石松へ移り住みまし
た。30 代のころには、塚原へ移住し農業に挑戦。
趣味は菊の栽培や文化刺しゅうで、70 歳ごろに
は文化刺しゅうの個展を開いたそうです。100 歳
おめでとうございます。

　３月２日、首藤市長が挾間町の「健寿荘」を訪れ、
100 歳を迎える中村君子さんをお祝いしました。
首藤市長から「これからもお元気でいてください
ね」と話しかけれると、「ありがとうございます」
と感謝の気持ちを伝えました。昔から手先が器用
で、趣味の編み物では人形をはじめ何でも作るこ
とができた中村さん。長寿の秘訣は、好き嫌いせ
ずに何でも食べることで、現在も食事は楽しみの
ひとつだそうです。本当におめでとうございます。

自
然
を
満
喫

康
健

　３月１日、由布院駅前で毎年恒例の「辻馬
車開き」が行われました。もともとは1975
年に起こった県中部地震により、観光客が激
減した湯布院の町に活気を取り戻そうと走り
始めた辻馬車。この日は神事や餅つき、テー
プカットが行われ、その後駅前を出発した馬
車からは、乗車した子どもたちの明るい笑顔
が弾けました。

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
始
ま
り

～
辻
馬
車
開
き
～

催し

　３月３日、庄内町の小原地区公民館でひな
祭りが行われました。これは地域の底力再生
を目指す由布コミュニティ事業の一環で、小
原自治区の人々が地域のふれあいを大切にし
ていきたいという思いから開催。当日は西庄
内保育所の園児を招待し、美しい雛人形とた
くさんの料理でもてなしました。林保則自治
区長は「地域のまとまりや潤いに繋がれば。
小原を元気にしていきたい」と話してくれました。

地
域
を
元
気
に

今
年
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

３
地
域
の
連
携
を
深
め
て

祭

寄交

り

贈流

第
26
回

ゆ
ふ
い
ん
こ
ど
も
映
画
祭
開
催
！

映画

　３月９日、NTT西日本大分支店（大我毅
志支店長）から由布市に対し、「電話お願い
手帳」の贈呈がありました。この「電話お願
い手帳」は、耳や言葉の不自由な方のコミュ
ニケーションツールとして活用されるもので、
外出先で緊急の電話をかける際に役立てても
らおうと寄贈されました。この手帳は各庁舎
の窓口〔福祉対策課、地域振興課（福祉対策
係）等〕に設置し、希望者に利用していただ
く予定です。

　２月28日、由布市青少年健全育成市民会
議による交流研修会がはさま未来館で行われ
ました。これは会議を構成する３地域市民
会議の交流を目的としたもので、それぞれの
地域が事例を出し合っての研究討議や、ハイ
パーネットワーク社会研究所の七條麻衣子氏
を講師に招いての、情報社会と子どもたちの
関わりをテーマとした講話などを実施。３地
域の活動は自治区などによる支部組織での育
成活動、広報、街頭指導などさまざまですが、
今回の研修会を通して「学校・家庭・地域社

会の連携」を
確認し合いま
した。

地
域
を
支
え
る
若
い
力

寄贈
　庄内中学校では毎年、生徒会を中心に全校
生徒で空のアルミ缶を集め、換金したお金で
購入したものを施設等に寄贈するボランティ
ア活動を行っています。３月２日には、アル
ミ缶10万個を換金し購入した車いす３台を
由布市社会福祉協議会へ寄贈しました。生
徒会長の小野恭平さんは「地域のかたがたに
使っていただきたいと思い活動してきた。３
台の車いすを購入できたのでよかった」と話
してくれました。

　３月７日、湯布院公民館で「第26回ゆふ
いんこども映画祭」が開催されました。同映
画祭では「こどももおとなも楽しめる映画
祭」をテーマに、短編アニメや外国映画など
９作品を上映。当日は多くの方にご来場いた
だき、大盛況のうちに終了しました。

こども映画祭実行委員会では、一緒に映画祭を運営
していただく実行委員を募集しています。興味のあ
る方は湯布院公民館にお問い合わせください。
●問い合わせ　湯布院公民館　☎0977−84−2604

▲事例発表の様子 七條麻衣子氏による講演▶
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健康ナビ

　２月号に引き続き、市民アンケート内容を一部ご紹介します。

　これらの結果を活用し由布いきいきプランを作成しています。
●問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）☎0977–84–3111

たばこ

お酒

第２期由布いきいきプラン市民アンケート結果報告②

健康増進計画・食育推進計画・母子保健計画

アンケート調査に
ご協力いただき

ありがとうございました。

成人でたばこを吸っている人
21.0％

▼
16.3％に減っている

適正飲酒（一合未満）ができている人
51.4％

▼
45.9％に減っている

妊娠中たばこを吸っていた人
2.0％

▼
３.１％に増えている

多量に飲酒する人（一日平均純アルコー
ル約60g以上＝日本酒で３合以上）

13.2％
▼

15.4％に増えている
喫煙している人に、
なぜ吸っているのと
伺うと…お酒もたば
こもストレス発散に
は、手っ取り早い解
消法!!との回答があり
ました。じゃあ、何
かストレス解消に良
い 方 法 を 見 つ け ま
しょう！！

●step１　やってみる・参加する
　□健康診査・がん検診  □ウォーキングイベント
　□水中運動教室   □こつこつ健康づくり
　□市民講演会    □公民館の各種教室
　□健康づくり教室   □トレーニングルーム
　□みんなで健康づくり  □スポーツクラブHASAMA
　□ゆふいんチャレンジクラブ  □みことスマイルインクラブ
   ☆このほかにもたくさんあります☆

●step２　マイレージポイントをもらう
　マイレージシートへの記載、ポイント券の配布など
●step３　１万ポイントを１口として応募する♪
　応募期間は平成28年１月中旬～３月１日を予定しています。なくさないように大切に保管して
ください。
●応募特典①　１万ポイント以上の応募で千円商品券進呈
　　　　　　　お１人様につき１回（千円）限定　先着1500人限り
●応募特典②　抽選で100人に１万円商品券進呈
　　　　　　　１万ポイントを１口として何口でも応募できます。口数増⇒当選確率アップ
●対象者　　　由布市に住所を有する20歳以上の方
●対象期間　　平成27年４月１日～平成28年２月29日（対象事業により異なる場合があります）
●応募期間　　平成28年１月中旬～平成28年３月１日（予定）
●各庁舎窓口　挾間地域振興課・庄内地域振興課・健康増進課（湯布院）
　※健康マイレージシートの配布・記載・応募受付を行います。     
●問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）　☎0977–84–3111（内線361）

平成27年度も健康マイレージポイントをあつめよう！

たばこ代の値上げや喫煙環境の規制が進み、たばこに関する指標は改善傾向にあります。しかし、女性の喫煙が増えています。

　適度な飲酒量ってどれくらい？？
　普通の代謝能力をもつ日本人ならば1日純アルコールで20g程度まで（女
性や高齢者はより少量）です。
　20gのアルコールは、次の例を参考にしてください。

種類 ビール 清酒 ワイン ウイスキー水割り 焼酎お湯割り

容量 中ビン１本
（500ml）

１合
（180ml）

グラス1.5杯
（240ml）

シングル２杯・ダブル
1 杯（60ml）

0.6合
（110ml）

●講演（実演あり）
 「もっと知りたい、吸水ケア（尿もれ）」
　　〜これで、あなたも　お年寄りも　ひと安心　〜
　21世紀の高齢社会を支えていくためには、看護の心、ケアの心、助け合いの心を、私たち１人
１人が分かち合うことが必要です。こうした心を、老若男女を問わず誰もが育むきっかけとなる
よう、フローレンス・ナイチンゲールの誕生日にちなんで、 5月12日を「看護の日」と定めてい
ます。 
●と　き　５月17日㈰ 午前９時30分～正午
●ところ　由布市社会福祉協議会市民交流室　
　　　　 （由布市庄内町庄内原365–1）☎097–582–2756

●問い合わせ
　中部保健所由布保健部　担当　中西　☎097–582–0660

由布地区看護の日・看護週間関連事業「一日まちの保健室」

健康相談コーナーあります！
血圧測定、介護・病気の相談など健康に関する相談

●日時　４月24日㈮
　午前10時～正午 （要予約）
　※精神科医師・保健師が対応
●相談場所・問い合わせ
　中部保健所由布保健部
　☎097–582–0660

●日時　５月８日㈮ ※要予約
　面接相談
　午後１時～午後２時30分
　電話相談
　午後３時～午後４時30分
●相談場所・問い合わせ
　挾間健康センター
　☎ 097–583–1111
　（内線 2120）

　健康マイレー
ジ事業に多数の
ご応募をいただ
き、ありがとう
ございました。
　1月13日から
3 月 2 日 ま で 応
募を受け付け、
312人・360口の応募があり、厳正な抽選の結
果、100人の方が当選されました。
　当選者賞品となります1万円相当の商品券は、す
でに当選者の方へ発送しています。
　なお、平成27年度の健康マイレージ事業もすで
にスタートしています。
　皆さんの健康意識の向上につながるよう、多く
のご参加をお待ちしています。

心の相談
平成26年度健康マイレージ

当選者１００人に1万円相当の商品券を発送しました

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
♪
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　３月２２日、ホンダロックＳＣ戦がホームで行われました。前半序盤からホンダロッ
クの激しい攻撃が続き、なかなか攻めることのできないヴェルスパ。猛攻に耐えかね
２点を失いました。後半に入っても、ホンダロックは攻撃の手を緩めません。失点こそ
なかったものの、ゴールまで持ち込めなかったヴェルスパは、０－２で敗北を喫しました。
今季初黒星となりましたが、まだまだこれからです。頑張れ！ヴェルスパ大分！

今後の試合日程
▶４月12日㈰ 流経大ドラゴンズ龍ケ崎

大銀サＡ 13：00キックオフ
▶４月19日㈰ 横河武蔵野ＦＣ

武蔵野 13：00キックオフ
▶４月26日㈰ ソニー仙台ＦＣ

大分陸 13：00キックオフ
▶４月29日㈬ 鹿児島ユナイテッドＦＣ

鹿児島サＡ 13：00キックオフ
▶５月 3日㈰ ＳＰ京都ＦＣ

大銀サA 13：00キックオフ
▶５月10日㈰ ＨｏｎｄａＦＣ

三交鈴鹿 13：00キックオフ
▶５月17日㈰ ＦＣ大阪

大銀サA 13：00キックオフ

攻め手欠き、苦しい戦い

由布市内の
総合型地域スポーツクラブ紹介
　身近な施設を拠点として子どもから高齢者までそ
れぞれの興味・関心に応じて、スポーツを中心にさ
まざまな種目を楽しむ活動を提供している由布市内
の３つの総合型地域スポーツクラブを紹介します。
※入会等については、それぞれのお問い合わせ先ま

でご連絡ください。
●ゆふいんチャレンジクラブ

 「いつでも・どこでも・だれとでも」
をモットーに、子どもから大人ま
で幅広い年齢でいろいろなスポー
ツ・運動（遊び）を行っています。
問ゆふいんチャレンジクラブ
　☎0977－84－2133

●みことスマイルインクラブ
　庄内体育センターを拠点に、「運動」「健康づく
り」「趣味づくり」「生きがいづくり」等、スポー
ツや文化活動を通じて、子どもから高齢者まで心
豊かに過ごせる住民相互の交流の場を目指してい
ます。
問庄内公民館　☎097－582－0214

●スポーツクラブＨＡＳＡＭＡ
　子どもから高齢者まで、スポーツを身近に感じ、
気軽に楽しめ、スポーツを通して新たな仲間づく
りが広がり、元気なまちづくりに発展していくこ
とを願い、スポーツクラブＨＡＳＡＭＡは各種教
室・大会の企画・運営を行っています。
問スポーツクラブＨＡＳＡＭＡ事務局
　☎097－583－2881

頑張れ
！

ヴェル
スパ大

分！

▶ Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 http://verspah.jp/

正念場！県内一周駅伝
　２月23日から
27日までの５日
間、春季県体・
第57回県内一周
大分合同駅伝大
会が全39区間、
総距離391.3キ
ロ で 開 催 さ れ
ました。由布市
チームは若手選
手が不足する中、ベテラン選手を中心に健闘し、総合
13位でフィニッシュしました。沿道での応援、大変あ
りがとうございました。
　また、チームは次回大会に向け新たな選手を募集し
ています。我こそはとお思いのあなた！また、良い選
手をご存じのあなた！ぜひお気軽にご連絡ください。
●問い合わせ　スポーツ振興課
　☎0977－84－3111（内線553）

第19回小学生陸上県南選手権
　３月22日、佐伯市陸上競技
場で第19回小学生陸上県南選
手権が開催されました。当日
は、女子６年生の部1000ｍ走
で江藤咲選手（挾間陸上クラ
ブ）が３分45秒のタイムで優
勝。江藤選手のタイムは、県
記録を上回り大会新記録とな
りました。

ゆふスポ！まちのスポーツ情報 健康ナビ

▲力走する由布市期待の新人　山夲選手（大分大学
医学部）右端

挾間Ｂ＆Ｇ海洋センターの臨時休所について
　挾間B&G海洋センターは、屋根の工事により現在閉鎖状態となっていますが、工事の延期が必要となり６月
中旬まで臨時休所とさせていただきます。
　利用者の皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力のほどお願いします。
●問い合わせ　スポーツ振興課　☎0977－84－3111（内線552）

■ 湯布院
4/21㈫ １０～１１ヵ月児健診

（１３：００～１３：１５受付 ゆふいん子育て支援センター）
５/20㈬ １歳６ヵ月児健診

（13：00 ～13：15 受付 ゆふいん子育て支援センター）

休日当番医 健康カレンダー

■ 内科・外科医
4/12 岩男病院（湯）

☎0977-84-3101
4/19 ごとう医院（挾）

☎097-540-7800
4/26 庄内診療所（庄）

☎097-582-3600
4/29 日野病院（湯）

☎0977-84-2181
5/ 3 川崎内科（挾）

☎097-583-5211
5/ 4 ＪＣＨＯ湯布院病院（湯）

☎0977-84-3171
5/ 5 宮崎医院（庄）

☎097-582-0345
5/ 6 何松内科循環器科（挾）

☎097-583-1131
5/10 秋吉医院（湯）

☎0977-86-2241
5/17 森本整形外科クリニック（挾）

☎097-586-3700

■ 歯科医
４/12 小原歯科医院（挾）

☎097-583-3877
5/10 かわかみ歯科（挾）

☎097-586-3418

■ 挾間
４/22㈬ １０～１１ヵ月児健診

（13：15 ～ 14：00 受付 挾間健康センター）
５/13㈬ １歳６ヵ月児健診

（13：15 ～ 14：00 受付 挾間健康センター）

ちびっこ広場（９：30～11：30 挾間健康センター）
４月10日・17日・24日、５月８日・15日・22日

■ 庄内
４/24㈮ 10～11ヵ月児健診

（13：15 ～13：45 受付 庄内保健センター）

　大分県社会福祉介護研修センターで
は、高齢化が急速に進む社会背景を踏ま
えて、広く県民のかたがたを対象に介護
講座の受講を推進しています。
●講座内容
・介護予防で生き活き元気教室
・認知症についてもっと知ろう
・学んで楽・らく　介護技術教室
・認知症当事者が語る第1回公開介護教室
・アロマを活用して認知症予防
●申込先・問い合わせ
　大分県社会福祉介護研修センター
 （大分市明野東3-4-1）
　☎097–552–6888
　FAX 097 -552 -6868

●とき　毎週水曜日　週１回開催
 （祝祭日はお休みします）※変更の場合あり
　午前11時～正午（１時間）
●講師　日本健康運動指導士会
　　　　大分県支部長　松元 義人 氏
●準備するもの
　水着（貸し出しもあります）、タオル、水分
補給ができるものをご用意ください。
※健康マイレージ参加事業（300Ｐ）です。
※65歳以上の由布市民は年間12回無料体験できます。
 （過去に利用された方を除きます）
※コミュニティバス利用で帰り便は無料です。
　どうぞご利用ください。
　昨年の水中運動は40回開催し、延べ1377人
（１回の平均34人）に参加いただきました。
●問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）
　☎0977–84–3111（内線361）

平成27年度介護講座について 湯布院健康温泉館から
27年度の水中運動教室は４月15日からスタートします
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４月のカレンダー＜3館共通＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

５月の休館日
3 日㈷ ･4 日㈷ ･5 日㈷ ･6 日㈷
11 日㈪ ･18 日㈪ ･25 日㈪ ･26 日㈫

『教科書で出会った名句・名歌三〇〇』
石原 千秋 監修、新潮文庫編集部 編

文庫本　B911.1／キ

『わらうプランクトン』
ひらい　あきお　著

児童　468／ヒ

『世界でいちばん美しい洞窟、魅惑の石窟』
　ＭｄＮ編集部　編
一般　454.6／セ

今
月
の
お
す
す
め

PICK UP!

新着図書一覧 〜新着図書の一部を紹介します〜
分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
間

一般 365.3 ナ おひとりさまの終の住みか

挾　
間

郷土 HE オ おむかえ
一般 596.4 テ 今日も嫌がらせ弁当 健康 S493.1 ケ 健康ダイエット　－肥満が招く１１の病を防ぐ－
一般 822 キ 漢語百題 健康 S493.9 ア アレルギーっ子のごはんとおやつ
一般 913.6 オ 花とアリス殺人事件 くらし 596.6 フ はじめてのこねないパン
一般 933.7 グ ハーフ・バッド　上・下 くらし 645.6 タ 犬の介護に役立つ本
文庫本 B913.6 タ 左京区恋月橋渡ル 絵本 E ウ うめぼしさん
趣味娯楽 P778.0 サ 銀の街から 絵本 E ネ ねねねのねこ
湾曲 686.2 ニ ２０２０年日本の鉄道未来予想図 児童 462 ナ 原発事故で、生きものたちに何がおこったか。
ヤング Y289 ヤ きみ江さん　－ハンセン病を生きて－ しらべ学 616 モ おいしい“つぶつぶ”穀物の知恵

庄
内

一般 186 シ 宿坊さんぽ 湯
布
院

子育て 378 サ 発達障害の子に「ちゃんと伝わる」言葉がけ
一般 788.1 ハ 勝ち抜く力 くらし 594 ハ ハンドメイドのお財布BOOK
一般 913.6 ト 白頭の人 特色ある 670 イ ｅＢａｙ個人輸入＆輸出はじめる＆儲ける超実践テク101

ひがし ちから

伊藤 浩明
藤田 千秋

高垣 育
ましま せつこ

北村 裕花

盛口 満

湯布院図書館 庄内図書館 由布市立図書館

DEAR
図書館だより

—2015.4—

　池や海に漂
うプランクト
ンのさまざま
な「顔」を顕
微鏡写真で紹
介しています。
ぜひお気に入りの「顔」を見つけて
ください。

　メキシコのナイ
カ 鉱 山 の 巨 大 な
水和結晶や中国の
万年氷の洞窟、美
しい世界があなた
を魅了することで
しょう。

　昔読んだ懐かし
い俳句、和歌、短
歌がそれぞれ百ず
つ載っています。
もう一度読むと新
しい発見があるか
もしれませんね。

由布市立図書館 〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1（はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

庄内図書館 〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1 （庄内公民館1階） ☎097-582-0214
火～日 午前９時～午後５時

湯布院図書館 〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1（湯布院公民館2階） ☎0977-84-2604
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
http://www.c i ty .yufu .o i ta . jp/ l ibrary/　  h_tosho@city .yufu .o i ta . jp

中澤 まゆみ
ｔｔｋｋ

岸田 知子
乙一

サリー・グリーン
瀧羽 麻子

沢木 耕太郎

上大岡 トメ
白鵬 翔

富樫 倫太郎

く ら し インフォメーション

相
談

大
分
県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

　
被
害
者
・
加

害
者
、
人
身
事

故
・
物
損
事
故
、

何
で
も
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

電
話
は
も
ち
ろ

ん
、
面
接
相
談

も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
相
談
日

　
月
～
金
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

●
場
所　
県
庁
舎
別
館
５
階

問
大
分
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課

　
交
通
事
故
相
談
所

　
☎
０
９
７

－

５
０
６

－

２
１
６
６

行
政
書
士
無
料
相
談
会

●
日
時　
５
月
20
日
㈬

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
（
毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
催
）

●
場
所　
大
分
県
行
政
書
士
会

　
（
大
分
市
城
崎
町
１

－

２

－

３
）

●
相
談
内
容　
遺
言
・
遺
産
相
続
・
成

年
後
見
相
談
・
不
動
産
関
連
な
ど

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７

－

５
３
７

－

７
０
８
９

九
州
電
力
か
ら

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

　
鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、

感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
付
近
で

の
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や
魚
つ
り
は
絶
対

に
行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
万
一
鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸
が

電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取

ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く
の
九
州
電
力
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
九
州
電
力
株
式
会
社

　
☎
０
１
２
０

－

９
８
６

－

５
０
４

イ
ベ
ン
ト

湯
平
温
泉
石
畳
ウ
ォ
ー
ク

（
雨
天
決
行
、
現
地
受
付
）

　
湯
平
温
泉
ま
つ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

情
緒
に
富
ん
だ
石
畳
道
を
歩
き
ま
す
。

●
日
時　
５
月
17
日
㈰

　
午
前
９
時
集
合
・
ス
タ
ー
ト
（
現
地

受
付
午
前
８
時
30
分
か
ら
。
午
前
中

終
了
予
定
）

●
集
合
場
所　
湯
平
温
泉
駐
車
場

●
持
参
物　

会
費
３
０
０
円
（
保
険
・

資
料
代
等
）、
帽
子
、
水
筒
、
雨
具
、

タ
オ
ル
等
）

※
万
一
、
事
故
発
生
の
場
合
は
主
催
者

加
入
保
険
の
範
囲
内
で
の
補
償
に
な

り
ま
す
。

問
由
布
高
原
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務

局
（
高
田
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
５

－

３
０
６
７

募
集

由
布
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
登
録
募
集

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
き
が
い
の
充

実
や
社
会
参
加
等
を
希
望
す
る
方
に
、

臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就
業
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
長
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か

し
て
元
気
に
働
き
た
い
方
を
募
集
し
ま

す
。
女
性
会
員
の
積
極
的
な
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
対
象　
由
布
市
内
に
居
住
す
る
原
則

と
し
て
60
歳
以
上
の
方

問
由
布
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７

－
５
４
０

－

７
９
９
２

ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
支
援
事
業

　
県
管
理
道
の
草
刈
り
、
花
植
え
等
に

助
成
し
ま
す
。

●
対
象
団
体

　
自
治
会
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

●
対
象
区
域　
県
が
管
理
す
る
道
路
沿

い
の
斜
面
や
植
樹
桝
な
ど

●
報
償
金
額

　
草
刈
り
：
面
積
（
㎡
）
に
８
円
ま
た

は
12
円
を
乗
じ
た
額

　
花
植
え
等
：
活
動
に
か
か
る
資
材
費

（
上
限
10
万
円
）

●
募
集
期
間　
５
月
29
日
㈮
ま
で

問
大
分
土
木
事
務
所
管
理
課

　
☎
０
９
７

－

５
５
８

－

２
１
４
３

お
知
ら
せ

２
０
１
５
年
・
第
57
回
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

４
月
23
日
㈭
～
５
月
12
日
㈫

「
本
は　
キ
ラ
キ
ラ　
万
華
鏡
」

　
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
本
を
、
子
ど

も
た
ち
に
も
っ
と
本
を
読
む
場
所
を
と

の
願
い
か
ら
、「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

は
１
９
５
９
年
（
昭
和
34
年
）
に
誕
生

し
ま
し
た
。
開
始
当
時
よ
り
、
図
書
館・

書
店
・
学
校
を
中
心
に
、
子
ど
も
た
ち

に
本
を
手
渡
す
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
幼
少
の
と
き
か
ら

書
物
に
親
し
み
、
読
書
の
喜
び
や
楽
し

み
を
知
り
、
も
の
ご
と
を
正
し
く
判
断

す
る
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と
が
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
大
切
な
こ

と
か
…
。
子
ど
も
に
読
書
を
勧
め
る
だ

け
で
な
く
、
大
人
に
と
っ
て
も
子
ど
も

の
読
書
の
大
切
さ
を
考
え
る
と
き
、
そ

れ
が「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」で
す
。（
読

書
推
進
運
動
協
議
会
“「
こ
ど
も
の
読

書
週
間
」
の
紹
介
”
よ
り
）

由
布
市
立
図
書
館

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
特
別
企
画

４
月
23
日
㈭
～
５
月
12
日
㈫

★
読
書
記
録
手
帳
配
布　
本
を
借
り
て

読
書
記
録
手
帳
に
記
入
。
30
冊
の
記

録
が
終
わ
っ
た
ら
、
シ
ー
ル
を
貼
り

ま
す
。

★
図
書
館
ク
イ
ズ　
全
問
正
解
し
た
人

に
は
“
図
書
館
マ
ス
タ
ー
認
定
証
”

を
期
間
終
了
後
に
お
渡
し
し
ま
す
。

４
月
25
日
㈯
限
定
イ
ベ
ン
ト

★
本
の
手
紙
を
書
こ
う　
本
を
借
り
る

と
由
布
市
立
図
書
館
で
用
意
し
た
折

り
紙
手
紙
が
も
ら
え
ま
す
。
あ
な
た

の
お
す
す
め
の
１
冊
や
本
の
登
場
人

物
に
手
紙
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

書
い
て
も
ら
っ
た
手
紙
は
後
日
掲
示

し
ま
す
。

お
は
な
し
会

●
由
布
市
立
図
書
館

　
〈
毎
月
第
３
水
曜
日
〉

　
4
月
15
日
㈬
・
5
月
20
日
㈬

●
庄
内
図
書
館

　
4
月
19
日
㈰

　
5
月
24
日
㈰ 

読
書
ま
つ
り

●
湯
布
院
図
書
館

　
〈
毎
月
第
１
木
曜
日
〉

　
５
月
７
日
㈭

4
月
テ
ー
マ
展
示

●
由
布
市
立
図
書
館

　
「
春
ら
ん
ま
ん
」

●
庄
内
図
書
館

　
一
般「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
へ
」

　
児
童
「
ラ
イ
オ
ン
」

●
湯
布
院
図
書
館

　
一
般･

児
童

　
「
読
書
ラ
ン
キ
ン
グ｣

由
布
市
立
図
書
館

4
月
企
画
展
示

「
本
は　
キ
ラ
キ
ラ　
万
華
鏡
」

　

２
０
１
５
年
・
第
57
回
「
こ

ど
も
の
読
書
週
間
」
に
あ
わ
せ

て
、
司
書
が
選
ん
だ
お
す
す
め

の
児
童
書
・
絵
本
を
テ
ー
マ
ご

と
に
分
け
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

※
4
月
26
日
㈰
ま
で

湯布院Ｂ＆Ｇ海洋センタートレーニング室の機器が新しくなりました
　湯布院Ｂ＆Ｇ海洋センター内トレー
ニング室の機器が、スポーツ振興くじ
助成金を受け整備されました。
　整備された機器は、ウォーキングマ
シーン２台とスミスマシン２台です。
●問い合わせ　スポーツ振興課
　☎0977-84-3111（内線552）
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「特別運行日」について
　中学校行事に伴い、スクールバス復路便の時間を変更して運行するため、次の便は運休および変
更となります。ご利用の際はお間違えのないようご利用ください。

特別運行日における各スクールバス復便１便目の運行時刻
変更内容 スクールバス各コースの帰り第1便の発車時刻が次のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前 変更後水曜日以外 水曜日

湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52
塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：35 15：15 ⇒ 13：00

阿蘇野コース 小野屋駅前
16：26

15：26 ⇒ 13：06
※16:20

大津留コース 庄内庁舎 16：32 15：32 ⇒ 13：12
朴 木 コ ー ス 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：10
石 城 コ ー ス 庄内庁舎 16：33 15：33 ⇒ 12：53

※11月～3月

運休便路線名
運休日 コース名 運休内容

4/20
㈪

シャトルバス 由布院駅前バスセンター 13:45 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

湯 平 線 健康温泉館前 12:45 発の便
下 詰 線 大学病院 13:30 発の便

4/22
㈬

シャトルバス 健康温泉館前 13:42 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

下 詰 線 大学病院 12:10 発の便

4/23
㈭

シャトルバス 由布院駅前バスセンター 13:45 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

湯 平 線 健康温泉館前 12:45 発の便
酒 野 線 大学病院 13:25 発の便

4/24
㈮

シャトルバス 由布院駅前バスセンター 13:45 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

塚 原 線 由布院駅前バスセンター 12:50 発の便

4/27
㈪

シャトルバス 由布院駅前バスセンター 13:45 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

湯 平 線 健康温泉館前 12:45 発の便
下 詰 線 大学病院 13:30 発の便

5/13
㈬

シャトルバス 健康温泉館前 13:42 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

下 詰 線 大学病院 12:10 発の便

〔コミュニティバス〕
　総合政策課（庄内庁舎）

☎097-582-1111（内線226）
〔スクールバス〕
　教育総務課（湯布院庁舎）

☎0977-84-3111（内線236）

問い合わせ

ジュニアリーダーを募集します！
ジュニアリーダーとは、中高生のボランティア活動グループです。

湯布院地域
●ちょぼらクラブ
 （ジュニアリーダー中学生グループ）
　対象　湯布院町在住の中学生
●リーダースクール
 （ジュニアリーダー高校生グループ）
　対象　湯布院町在住の高校生

★ジュニアリーダー頑張ってます！
　３月14日、湯布院公
民館で「Ｙ.Ｙ.チャレン
ジ2015」が開催され
ました！
　当日は多くの方にご
来場いただき、ありが
と う ご ざ い ま し た ！
Ｙ.Ｙ.チャレンジを作り上げているのは、湯布
院町在住のジュニアリーダーです。
★あなたも「Ｙ.Ｙ.チャレンジ実行委員」とし

て活躍してみませんか？
　Ｙ.Ｙ.チャレンジの他にも、公民館事業のお
手伝いや地域の清掃活動など、自分たちで活動
内容を決めて活動して
います。興味のある方
は問い合わせ先までお
気軽にお電話ください。

●問い合わせ
　湯布院公民館　☎0977-84-2604

挾間地域
●挾間町ジュニアリーダー“ＪＬＳ倶楽部”
　対象　挾間町内の中高生
　ＪＬＳ倶楽部は毎週水曜日の放課後に集まり、
自分たちで話し合いながら活動を行います。
　市内・県内のジュニアリーダーとの宿泊研修
などにも参加し、出会いの輪が広がります！
　小学生へのレク指導やきちょくれまつり、成
人式等の補助などでも活躍し、３月に行われた
ならねっ子まつりのナレーションという大役も
務めました。
　挾間町内の中学生・高校生なら誰でも参加で
きます！
　さあ、ＪＬＳ倶楽部で一緒にいろんなチャレ
ンジをしてみましょう！

●問い合わせ
　挾間公民館　☎097-583-1118

特
定
計
量
器

定
期
検
査
の
お
知
ら
せ

　
は
か
り
（
計
量
器
）
を
商
品
の
販
売
、
農
水
産
物
の

出
荷
・
販
売
、
薬
の
調
剤
、
健
康
診
断
、
診
療
等
に
使

用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
２
年
ご
と
に
県
知
事
が
行
う
定

期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
由
布
市
で
は
定
期
検
査
を
今
年
度
実
施
し
ま
す
。
取

引
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り
を
新
規
に
購
入
さ
れ
た

方
な
ど
で
今
ま
で
に
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
、

取
引
や
証
明
へ
の
使
用
を
廃
止
さ
れ
た
方
は
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

●
検
査
日
程

●
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
５
１
２
）

　
大
分
県
産
業
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７

－

５
９
６

－

７
１
０
２

ダ
イ
ヤ
改
正
の
お
知
ら
せ

　

ユ
ー
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
は
、
平
成
27

年
５
月
１
日
か
ら
行
い
ま
す
。

　

運
行
路
線
本
数
に
増
便
や
減
便
は
な
く
、

前
年
同
様
33
系
統
の
路
線
で
運
行
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
今
月
中
に
各
世
帯
へ
お
配

り
す
る
新
し
い
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
し
い
時
刻
表
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
庁
舎
で
も
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

主
な
改
正
点

【
庄
内
地
域
】

●
停
留
所
の
新
設

　
市
道
拡
幅
工
事
に
伴
い
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
庄
内
中
学
校
へ
の
乗
り
入
れ
が
可
能
と
な
っ
た
た

め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
阿
蘇
野
コ
ー
ス
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
大
津
留
コ
ー
ス
に
【
庄
内
中
学
校
】
停
留

所
を
新
設
し
ま
す
。

　
庄
内
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
（
阿
蘇
野
コ
ー
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
大
津
留
コ
ー
ス
・
ス

ク
ー
ル
バ
ス
阿
蘇
野
コ
ー
ス
を
除
く
）
に
【
バ
リ
ュ
ー
庄
内
店
】
停
留
所
を
新
設
し
ま
す
。

【
挾
間
地
域
】

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
朴
木
コ
ー
ス
【
朴
木
岡
～
朴
木
上
】
間
の
運
行
廃
止

 

【
朴
木
岡
】
停
留
所
の
利
用
者
が
見
込
め
な
い
こ
と
に
伴
い
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
朴
木
コ
ー
ス
の

起
点
停
留
所
を
【
朴
木
上
】
停
留
所
に
変
更
し
ま
す
。

【
共
通
】

●
無
料
乗
車
券
発
行
期
間
の
延
長
【
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
健
康
温
泉
館
系
統
】

　
水
曜
日
に
湯
布
院
健
康
温
泉
館
（
ク
ァ
ー
ジ
ュ
ゆ
ふ
い
ん
）
で
水
中
運
動
教
室
や
温
泉
施
設
を

利
用
し
た
方
に
行
っ
て
い
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
【
健
康
温
泉
館
前⇒

庄
内
庁
舎⇒

大
学
病
院
】
間
の

無
料
乗
車
券
の
発
行
は
平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

日時 会場
５月14日㈭

午前10時～午前11時30分
湯平金子商店

ガレージ

５月14日㈭
午後１時～午後３時 湯布院Ｂ＆Ｇ

海洋センター
ガレージ５月15日㈮

午前10時～正午
午後１時～午後３時

５月18日㈪
午前10時～正午

午後１時～午後３時
庄内庁舎

保健センター前

５月19日㈫
午前10時～正午

午後１時～午後３時
挾間庁舎１階

ガレージ

みんなを待ってるよ～！

▲ならねっ子まつりでナレーションを務めるジュニアリーダーの皆さん
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・踏切非常ボタンを押す。
・発炎筒で合図する。
・車外に避難し、身の安全を守る。
・車が動けば前進して車でポールを押し上げて脱出する。

・警報灯が点滅を始めたら踏切に入らない。
・必ず止まって左右を確認する。
・進行方向に自分のスペースができるまで踏

切の手前で待つ。

川西地区公民館主催 教室生徒募集
教室名 実施日 受講料 募集定員

生 け 花
教 室

第２・４火曜日
19：30～21：00

20回
2,000円 5人

民踊教室
第１・３金曜日
9：30～11：30

20回
2,000円 5人

前期陶芸
入門教室

毎週木曜日
10月まで

13：00～17：00
20回

2,000円 5人

竹 か ご
教 室

第１・３火曜日
12月まで

9：00～15：00
17回

2,000円 5人

●対象者　由布市在住者
 （募集定員を超えた場合は、抽選となります）
●受講料　2,000円
 （別途材料費、傷害保険料、運営費等がかかります）
●申込期限　４月30日㈭
　川西地区公民館で受け付け（電話可）
●申込先・問い合わせ
　川西地区公民館（由布市湯布院町中川1358-1）
　☎0977-84-5022（月～金 8：30～17：00）

踏切は交差点。踏切では次のルールを守ろう！！

踏切で車が動かなくなったらまず列車を止めよう！！

踏切事故防止へのご協力を
お願いします

九州旅客鉄道株式会社　大分鉄道事業部

4月

4月

5月

19日日

29日●祝

10日日第65回ゆふいん温泉まつり

第36回黒岳山開き

第36回由布岳山開き

温泉湧出量全国第２位を誇る由布院温泉。この豊富な温
泉に感謝するお祭りです。
地元の人たちが、おみこしや衣装など工夫をこらした
『わいわい道中行列』や対抗競技『お湯かきレース』、
ゆふいん源流太鼓や神楽のステージイベントなどの多彩
な催しが行われます。

雄大な原生林におおわれた黒岳の新緑を堪能していただ
くため、登山者の安全を祈願する黒岳山開きが男池駐車
場で行われます。当日は記念品の配布や豚汁の無料配布
も実施される予定です。また、麓から湧き出る日本名水
百選の男池湧水もお楽しみください。

由布岳は豊後富士とも呼ばれ、年間を通して多くの方が
登山に訪れる秀峰です。正面登山口で登山者の安全祈願
祭を実施し、記念品のプレゼント・豚汁の無料配布も行
われる予定です。

●と　き　４月19日㈰ 午前11時～午後７時
●ところ　湯布院町　由布見通り周辺
問 商工観光課（湯布院庁舎）　
　 ☎０９７７－８４－３１１１（内線514）

●と　き　４月29日㈷
●ところ　庄内町男池駐車場
問 商工観光課（湯布院庁舎）　
　 ☎０９７７－８４－３１１１（内線514）

5月

17日日 湯平温泉まつり

湯平温泉まつりでは、稚児行列や小学生による鼓笛パ
レード、素人劇団や仮装行列などの多彩な催しが用意さ
れます。当日は、湯平温泉内の共同浴場が無料開放され
ています。
●と　き　５月17日㈰
●ところ　湯布院町湯平温泉
問 湯平温泉観光案内所　
　 ０９７７－８６－２３６７

●と　き　５月10日㈰
●ところ　由布岳正面登山口
問 商工観光課（湯布院庁舎）　
　 ☎０９７７－８４－３１１１（内線514）

5月

16日土 庄内神楽定期公演
５月から10月までの毎月第３土曜日（８
月は第２土曜）に公演を行っています。

4月

11日土 由布院温泉神楽　月一の奉
今回の出演は雲取神楽座です。
神々が舞い降りる夜、ゆっくり神楽を堪
能しませんか？

●と　き　４月11日㈯ 午後８時30分開演
●ところ　湯布院公民館
●入場料　５００円（小学生以下無料）
問 由布院観光総合事務所　
　 ☎０９７７－８５－４４６４

●と　き　５月16日㈯ 午後６時～午後９時
●ところ　庄内町神楽殿（雨天時は庄内公民館）
●出　演　小野屋神楽座・櫟木神楽座
●入場料　300 円（高校生以下無料）
問 庄内振興局地域振興課　
　 ☎０９７－５８２－１１１１

春YUFU
のイベント情報 由 布 院アンチエイジングプログラム

― 開催のお知らせ ―

日時　4月21日㈫ 〜 4月23日㈭　　　場所　湯布院町内、九重山
内容

①アンチエイジングセミナー（無料）
　 21日㈫18:00受付 〜 20:30（湯布院公民館）
　 講師　白澤卓二氏・三浦豪太氏

②スロージョギング（1,000円）
　 22日㈬9:30 〜 12:00（湯布院健康温泉館）
　 講師　佐藤紀子氏

③ボールエクササイズ
　（「1,000円」または「2,500円※ボール2個付き」）
　 22日㈬14:00 〜 17:00（湯布院福祉センター）
　 講師　中尾和子氏

特別公開講座含むすべてのプログラムは、事前申し込み制、各セミナーごとに定員制です。
電話もしくはメールにてお申し込みください。
※定員に満たない場合は当日会場にて受け付けします（登山については保険加入の都合上、当日の受付不可）。
※予定は一部変更となる場合があります。
※参加費は、当日各会場にてお支払いください。
※詳しい講座内容等は、ホームページをご覧いただくかお問い合わせください。

④講師を囲む懇親パーティー
　（5,000円）
　 22日㈬18:30 〜（由布院別邸 樹）

⑤九重山登山
　（2,000円　弁当付）
　 23日㈭8:30受付 〜 15:00
　（九重山中岳　受付：牧ノ戸峠駐車場）
　 講師　三浦豪太氏

テレビ等でお馴染みの豪華講師陣！
アンチエイジングのスペシャリストと共に、充実した人気プログラムを体験してみませんか。

●申込先・問い合わせ ㈱テイクファイブ　担当：菊田　☎097-537-2525　E-mail:info@take5.jp
http://www.take5.jp/news/news_0312.html

お申込
締　切 4/15（水）
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無料
相談

エ　
　コ

国民
年金

税　
　金

窓口
延長

由布市無料相談のお知らせ 大分エコライフプラザ情報

おしえて！国民年金

今月の税／料

窓口を午後７時まで開庁している庁舎のお知らせ

【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
はさま未来館　５月 2日㈯ 午前９時～正午
庄内庁舎　　　５月 1日㈮ 午前９時～午前11時
湯布院庁舎　　５月20日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：不動産取引士
土地の境界等、不動産全般に関すること(電話相談可能)
庄内庁舎　　　５月11日㈪ 午前８時30分～正午

【司法書士市民相談】担当：司法書士（予約者優先）
※庄内庁舎会場については、２日前までの事前予約があった場

合のみ開催します。事前予約がない場合は開催しません。
※予約は庄内庁舎は総務課、挾間および湯布院庁舎は各地域振

興課へお願いします。
不動産登記、相続、金銭トラブル等の法律相談
挾間庁舎　　　５月19日㈫ 午後１時30分～午後４時
庄内庁舎　　　５月20日㈬ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎　　５月12日㈫ 午後１時30分～午後４時

【行政書士相談】担当：行政書士
遺言相談、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
挾間庁舎　　　５月15日㈮ 午後１時～午後３時
庄内庁舎　　　５月 8日㈮ 午後１時～午後３時
湯布院庁舎　　５月 1日㈮ 午後１時～午後３時
問総務課総務係（庄内庁舎）
　☎097–582–1111（内線205）

再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を無料でお譲りします～
●申込期限　５月３日㈰ 正午まで
　受付開始は月によって異なりますので、大分エコラ
イフプラザまでお問い合わせください。また、当選時
の持ち帰りは各自でお願いします。
●抽選日時　５月３日㈰ 12：30～
　抽選にもれた人や抽選時間に間に合わなかった人の
ために、敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットも同時開催。６月開催で出店を希望さ

れる方は５月15日までにお申し込みください。（必着）
問大分エコライフプラザ　☎097–588–1410

問大分年金事務所　☎097–552–1211

●固定資産税（普通）　１期分
●入湯税　４月期分（３月分）
納期限　平成27年４月30日㈭

住民票や税等の一部業務のみ取り扱っています。詳し
くは総務課（☎ 0 9 7 – 5 8 2 – 1 1 1 1 ）までお問い合
わせください。
４
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4湯 湯/庄 庄

5 6 7 8 9 10 11挾 挾 湯 湯/庄 庄
12 13 14 15 16 17 18挾 挾 湯 湯/庄 庄
19 20 21 22 23 24 25挾 挾 湯 湯/庄 庄
26 27 28 29 30挾 挾 湯/庄

５
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2庄

3 4 5 6 7 8 9湯/庄 庄
10 11 12 13 14 15 16挾 挾 湯 湯/庄 庄
17 18 19 20 21 22 23挾 挾 湯 湯/庄 庄
24 25 26 27 28 29 30挾 挾 湯 湯/庄 庄
31

※午後５時以降の税等の納付、各種申請等の受け付け
はお取り扱いできません。

こんなときには届け出が必要です
　国民年金は、日本に住む20歳以上60歳未満
のすべての人が加入しなければなりません。届
け出は加入する時だけでなく、被保険者種別が
変わったときにも必要です。必ず届け出を出し
ましょう。
届け出が必要なとき 異動の内容 持参するもの 届出先

2 0 歳 に な っ
たとき（厚生
年金や共済年
金加入者を除
く）

第１号被保険者
となります。

・印かん（本
人 自 署 の 場
合は不要）

住
所
地
の
市
町
村

退職したとき
（厚生年金や
共済年金加入
者の場合）

第２号被保険者
から第１号被保
険 者 に な り ま
す。（第３号被
保険者に該当す
る場合を除く）

・印かん（本
人 自 署 の 場
合は不要）

・年金手帳

配偶者に扶養
さ れ て い た
が、配偶者が
厚生年金、共
済年金を辞め
たとき

第３号被保険者
から第１号被保
険者へ

・印かん（本
人 自 署 の 場
合は不要）

・年金手帳

編
集
後
記

▼
よ
う
や
く
春
本
番
を
迎

え
、
冬
の
寒
さ
が
苦
手
な

自
分
と
し
て
は
う
れ
し
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
広

報
担
当
も
新
し
い
体
制
に

な
り
、
心
機
一
転
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
か
）

▼
新
年
度
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
！
広
報
担
当
２
年
目

の
年
に
な
る
の
で
、
１
年

目
と
は
違
っ
た
目
線
で
取

材
等
に
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
春
の
由
布
市

の
イ
ベ
ン
ト
を
堪
能
し
つ

つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を

写
真
に
お
さ
め
た
い
と
思

い
ま
す
。（
あ
）

人　
　口 ひとの動き

木ゆ

ふ綿
の
山
通
信

　 農業サポーター

〔
問
い
合
わ
せ
〕

 

陣
屋
の
村
歴
史
民
俗
資
料
館

 

☎
０
９
７-

５
８
３-

３
９
４
１

 

社
会
教
育
課（
湯
布
院
公
民
館
）

 

☎
０
９
７
７-

８
４-

２
６
０
４

歴 史 民 俗 資 料 館 報
　
３
月
も
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
菜
の

花
や
水
仙
、
馬あ

し

び
酔
木
な
ど
の
可
憐
な

花
が
咲
き
ほ
こ
ろ
び
は
じ
め
、
春
の

到
来
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
４
月
に

入
る
と
、
日
差
し
も
や
わ
ら
か
く
、

花
や
草
の
色
も
ま
す
ま
す
鮮
や
か
に

な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
レ
ン

ゲ
や
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
で
首
飾
り
や
花

冠
を
作
っ
て
、
可
愛
ら
し
い
お
し
ゃ

れ
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
方
も
、
た
く

さ
ん
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
お
し
ゃ
れ
と
い
う
こ
と

か
ら
、
「
か
ん
ざ
し
」
に
つ
い
て
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
か
ん
ざ
し
」
は
昔
、
神
事
の
際

に
神
を
招
く
た
め
の
依
り
代
と
し
て

頭
に
飾
っ
た
草
花
が
起
源
で
あ
っ
た

と
も
、
ま
た
、
花
を
飾
っ
た
こ
と
か

ら
花
を
挿
す
＝
花
挿
し
（
か
ざ
し
）

が
変
化
し
た
も
の
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
。

　
昔
な
が
ら
の
「
か
ん
ざ
し
」
に
は

先
端
に
耳
か
き
が
つ
い
て
い
る
も
の

が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
初

期
ま
で
耳
か
き
は
付
い
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
幕
府
が
庶
民
へ
贅
沢
を
禁

止
す
る
お
触
れ
を
度
々
出
し
、「
か

ん
ざ
し
」
も
そ
の
対
象
と
な
っ
た
た

め
、
そ
の
取
締
り
か
ら
逃
れ
る
た
め

に
、
耳
か
き
を
つ
け
た
よ
う
で
す
。

 

「
か
ん
ざ
し
」
は
時
代
の
変
化
や

髪
型
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の

も
の
が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
飾
り
玉
が
一
つ
付
い
て
い
る
「
玉

か
ん
ざ
し
」
。
飾
り
玉
に
は
珊さ

ん
ご瑚
、

瑪め
の
う瑙
、
翡ひ

す
い翠
、
鼈べ

っ
こ
う甲
、
象ぞ

う
げ牙
な
ど
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

耳
か
き
だ
け
の
細
長
い
形
状
の

「
吉
丁
（
よ
し
ち
ょ
う
）
」
。

　
頭
の
部
分
が
扇
子
や
丸
い
形
を
し

た
金
属
製
の
「
ビ
ラ
カ
ン
」
。
頭
の

平
た
い
部
分
の
周
り
に
ぐ
る
り
と
細

長
い
板
状
の
“
ビ
ラ
”
が
下
が
っ
て

い
て
、
動
く
と
“
ビ
ラ
”
が
揺
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
飾
り
玉
や
か
ん
ざ
し
の
足
の
部
分

に
彫
り
を
施
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

桜
の
花
や
ス
ス
キ
と
い
っ
た
身
近
な

も
の
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

自
然
を
描
き
、
季
節
ご
と
に
お

し
ゃ
れ
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
、

小
さ
な
「
か
ん
ざ
し
」
か
ら
感
じ
ら

れ
ま
す
。

春
野
菜
の
定
植
に
向
け
て
。

　

4
月
中
旬
ま
で
に
は
堆
肥
、

石
灰
、
元
肥
な
ど
の
投
入
は
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
定
植
は
気
候
に
も
よ
り

ま
す
が
挾
間
、
庄
内
で
は
今
月
末
～
5
月
上
旬
。
湯
布
院
は
5
月
上
旬
を

目
安
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。早
植
え
は
晩
霜
害
の
対
策
が
必
要
で
す
。

根
腐
れ
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
、
や
や
高
う
ね
に
し
、
圃
場
ま
わ
り
に
は

排
水
対
策
と
し
て
溝
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
園
芸
店
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
野
菜
苗
は
温
室
で
作
ら
れ
て
い
る
た

め
、
外
気
温
に
慣
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
標
高
の
高
い
地

域
や
朝
晩
冷
え
込
む
地
域
で
は
、
購
入
後
す
ぐ
に
植
え
る
の
で
は
な
く
、

2
～
3
日
外
気
に
当
て
て
か
ら
植
え
ま
し
ょ
う
。

　
定
植
す
る
苗
は
ト
マ
ト
や
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
等
は
花
芽
が
確
認
で
き
る

状
態
が
良
好
で
す
。　

●
定
植

　
植
え
穴
に
た
っ
ぷ
り
か
ん
水
を
し
て
お
き
ま
す
。
マ
ル
チ
栽
培
の
場
合
は
特
に
し
っ

か
り
行
い
ま
す
。
ポ
リ
ポ
ッ
ト
か
ら
土
を
落
と
さ
ず
植
え
ま
す
。
こ
の
と
き
深
植
え

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
苗
土
の
上
面
が
地
面
と
同
じ
高
さ
か
１
㎝
程
度
出
る
よ
う

に
植
え
、
盛
り
土
を
し
て
軽
く
押
さ
え
ま
す
。
最
後
に
再
び
か
ん
水
し
ま
す
。
葉
に

水
を
か
け
る
の
で
は
な
く
株
元
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
水
で
跳
ね
た
泥
が
葉

裏
に
付
く
と
病
気
の
原
因
と
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
定
植
時
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
対
策
に
オ
ル
ト
ラ
ン
粒
剤
を
植
え
穴
処
理
、
ネ
キ
リ
ム
シ

対
策
に
ガ
ー
ド
ベ
イ
ト
Ａ
粒
剤
を
株
元
散
布
す
る
と
初
期
予
防
に
な
り
ま
す
。(

※
使

用
上
の
注
意
を
守
り
適
正
使
用
し
ま
し
ょ
う)

　
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ス
イ
カ
な
ど
は
、
土
壌
病
害
虫
の
耐
性
が
弱
い
の
で
、

毎
年
同
じ
圃
場
で
栽
培
せ
ず
２
～
３
年
間
空
け
て
連
作
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
農
作
業

●
ジ
ャ
ガ
イ
モ　
新
芽
が
10
㎝
程
度
に
な
っ
た
ら
、
元
気
の
い
い
芽
を
２
つ
残
し
、

後
は
取
り
ま
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
土
寄
せ
次
第
で
収
量
が
左
右
さ
れ
る
と
言
わ

れ
ま
す
。
土
寄
せ
と
同
時
に
追
肥
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
サ
ト
イ
モ　
石
川
早
生
な
ど
の
早
生
種
は
3
月
下
旬
か
ら
、
晩
生
は
4
月
中
旬

か
ら
植
え
付
け
を
し
ま
す
。

●
タ
マ
ネ
ギ　
玉
が
小
さ
く
て
も
追
肥
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
腐
敗
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　
農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
９
）

総人口  35,425人（−120）
世帯数  15,362戸（＋12）

男  16,959人（−76）
女  18,466人（−44）

３月31日現在 （　 ）は前月比
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健康立市　みんなであいさつ“にこにこ笑顔”　由布市では平成25年３月24日に健康立市を宣言しました。

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　
わ
が
家
の
桜
の
つ
ぼ
み
も
大
き
く
膨
ら
ん
で
開
花
の
準

備
を
し
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
石
城
幼
稚
園
の
卒
園
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
春

の
美
し
い
花
た
ち
に
囲
ま
れ
て
３
人
の
園
児
た
ち
が
卒
園

し
て
い
き
ま
し
た
。
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
ビ
ッ
ク
リ
す
る

ほ
ど
大
き
な
声
で
「
ハ
ー
イ
」
と
返
事
を
し
、
園
長
先
生

が
「
こ
れ
ま
で
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
ね
」
と
話
し
か
け
る

と
、
よ
く
頑
張
っ
た
と
ば
か
り
に
自
信
に
満
ち
た
声
で

「
ハ
ー
イ
」
と
応
え
て
い
ま
し
た
。
６
歳
の
か
わ
い
い
子

ど
も
で
す
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
育
ち
を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
式
の
最
後
に
保
護
者
の
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

わ
が
子
の
成
長
に
感
動
し
て
か
、
だ
ん
だ
ん
声
を
つ
ま

ら
せ
涙
し
な
が
ら
お
礼
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
保

護
者
の
子
ど
も
さ
ん
が
、
始
め
は
前
を
向
い
て
聞
い
て
い

ま
し
た
が
、
お
父
さ
ん
の
声
が
だ
ん
だ
ん
変
わ
っ
て
き
た

こ
と
に
、
ど
う
し
て
泣
く
ん
だ
ろ
う
と
不
思
議
な
顔
で
振

り
返
り
、
身
を
固
く
し
た
ま
ま
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
目
か
ら
ポ
ロ
リ
と
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
自

分
が
大
き
く
立
派
に
な
っ
た
こ
と
を
お
父
さ
ん
が
こ
ん
な

に
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
の
だ
と
分
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
私
も
ジ
ー
ン
と
き
ま
し
た
。
心
が
通
い
合
う
親
子
の

絆
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
す
ば
ら
し
い
式
で
し
た
。

　
３
月
は
卒
業
の
月
で
す
が
、
大
人
た
ち
に
と
っ
て
は
退

職
や
異
動
の
月
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
多

く
の
方
が
定
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
苦
労

を
心
か
ら
ね
ぎ
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
こ
れ
ま

で
や
ろ
う
と
思
っ
て
も
出
来
な
か
っ
た
こ
と
に
楽
し
く
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。
た
だ
し
生
活
の
リ
ズ
ム
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
体
調
管
理
を
十
分
な
さ
っ
て
ご
活

躍
を
お
願
い
し
ま
す
。

⒈趣　　旨　余暇時間の過ごし方に対する関心を深め、教養と学びの輪を広げるとともに、
　　　　　　豊かな経験と知識を生かしながら、健康で文化的な生活を送るようにする。
⒉実施時間　年６回　原則として奇数月の第３木曜の午前10時～正午
　　　　　 （開催日時は変更する場合があります）
⒊入学資格　挾間町に在住する65歳以上の方
⒋学 級 費　１人年間　1,000円（修学旅行は、別途参加費が必要）
⒌応募方法　挾間公民館（はさま未来館）３階窓口に学級費を添えて直接申し込みいただくか、電話にて申し込みください。
⒍応募期日　４月27日㈪　期日を過ぎても随時受付
※併せて運営委員を希望される方を募集しています。運営委員会は年３回程度行い、寿大学の授業内容・企画について話し合いを行います。
●申込先・問い合わせ　挾間公民館（☎097−583−1118）

Happy Birthday

あなたの
生まれた
大切な日

遠
え ん ど う

藤 大
や ま と

和くん
平成２６年４月１３日生　庄内町中

小
お の

野 凜
り せ

星ちゃん
平成２４年４月７日生　挾間町来鉢

浦
う ら た

田 桜
さ な

和ちゃん
平成２５年４月１６日生　湯布院町川上

長
な が た

田 千
ち は や

早ちゃん
平成２６年４月１２日生　挾間町北方

片
か た や ま

山 友
ゆ う ひ

陽ちゃん
平成２６年４月５日生　庄内町畑田

土
つ ち や

屋 晴
は る た

詩くん
平成２６年４月２８日生　庄内町野畑

野
の む ら

村 柑
か ん な

菜ちゃん
平成２６年４月２７日生　挾間町古野

　お誕生日コーナーへの掲載を希望される保護者の方は、事前に総務課（☎097–582–1111 内線208）へ電話でお申し込みください。対象は３歳以下で、市
報ゆふのお誕生日コーナーに掲載されたことがない方とします（先着順）。５月生まれの申込締切は４月16日㈭、６月生まれの申込締切は５月19日㈫です。

挾 間 公 民 館
平成27年度の 高齢者学級「寿大学」の受講生募集
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